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布　

施　

浄　

慧

　
　
　

序　

論

　

一
．
作
法
集
の
成
立

　

報
恩
院
流
に
伝
え
る
『
作
法
集
』
成
立
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
動
潮
僧
正
（
一
七
〇
九

一
七
九
五
）
の
『
作
法
集
傳
授
手
鑑
』
の
第
一
条
の
冒
頭
に

此
の
作
法
集
は
遍
智
院
成
賢
（
一
一
六
二

一
二
三
一

）
の
撰
集
な
り
。
し
か
る
後
元
祖
憲
深
（
一
一
九
二

一
二
六
三

）
少
々
増
加
し
て
五
十
四
帖
と
成
す
。
成
賢

は
常
喜
院
の
抄
〔
常
喜
院
は
心
覚
（
一
一
一
七

一
一
八
〇
）〕
に
原
き
、
常
喜
院
は
成
蓮
坊
兼
意
（
一
〇
七
二

一
一
四
五
以
後
）
の
作
法
集
に
依
る
云　

　

云
。

　

と
記
す
る
と
こ
ろ
よ
り
大
略
の
伝
承
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
論
で
扱
う
元

（
一
七
五
六

一
八
二
六

）
の
『
作
法
集
要
意
』
に
も
、
そ
の
首
に

今
の
動
潮
の
仰
せ
を
更
に
略
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
系
譜
は
勿
論
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
相
承
は
僅
か
に
『
秘
抄
』（
守

覚
（
一
一
五
〇

一
二
〇
二

）
輯
〕
に
作
法
が
あ
り
、
そ
の
項
目
は
多
分
に
こ
の
作
法
集
に
同
じ
も
の
が
所
出
す
る
の
で
、
有
力
な
先
行
資
料
と
認
め
ら

れ
よ
う
。
由
来
『
秘
抄
』
は
守
覚
法
親
王
の
作
と
な
っ
て
い
る
が
、『
秘
抄
』
は
覚
洞
院
勝
賢
の
受
法
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
作
法
巻
に
収
め
た
諸
作
法
は
、
勝
賢
が
相
承
し
来
た
る
も
の
と
考
え
て
も
良
い
。



二

　

元
々
作
法
は
、
密
教
が
日
本
に
定
着
し
、
教
相
事
相
の
展
開
に
よ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
真
言
行
者
の
日
々
の
修
行
生
活
の
中
で
常
に
仏

の
加
護
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
概
念
が
髙
ま
り
、
逆
に
仏
の
加
護
を
行
者
の
側
か
ら
積
極
的
に
求
め
、
そ
の
具
現
を
祈
念
す
る
法
と
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
自
利
の
み
な
ら
ず
、
利
他
的
な
分
野
が
増
幅
し
、
加
持
祈
祷
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
中
世
密
教
の
活
動
の
多
く
は
、
貴
顕
社
会
の
公
請
に
よ
る
加
持
祈
祷
が
盛
行
し
た
こ
と
が
特
色
と
さ
れ
る
。
こ
の
作
法
集
の
中

で
も
、
施
主
の
依
頼
に
応
え
る
法
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

更
に
自
行
と
し
て
、
日
常
生
活
を
仏
と
共
に
生
き
る
形
で
行
住
座
臥
に
わ
た
る
作
法
が
あ
る
。
そ
の
実
際
を
窺
う
作
法
と
し
て
『
柴
手

洗
法
』
が
あ
る
が
、
そ
の
源
と
し
て
、
宗
祖
弘
法
大

の
事
蹟
を
物
語
る
資
料
が
あ
る
。
大

一（
延
暦
十
一
年（
七
九
二
））

九
才
の
時
槙
尾
山
に
留
ま
る
時
の
こ
と

を
『
大

御
行
状
集
記
』、「
槙
尾
柴
手
水
の
條
第
十
五
」
に
記
述
し
て
い
る
。

「
此
寺
は
是
れ
出
家
の
砌
た
る
に
依
っ
て
、
暫
く
留
住
の
間
、
時
々
桧
葉
を
も
っ
て
手
を
摩
浄
す
云　

　

云
」（
弘
法
大

伝
記
集
覧
、
七
四
頁
）

　

ま
た
『
髙
野
大

御
廣
伝
』
下
に
は
、

「
木
葉
を
も
っ
て
手
を
按
じ
（
俗
に
柴
手
水
と
写
す
）
云

　

々
」（
同
書
七
五
頁
）

　

と
あ
る
。
右
伝
記
は
後
世
著
作
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
確
実
性
、
信
憑
性
に
問
題
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
事
実
山
野
中
の

修
行
と
な
れ
ば
、
湧
水
の
乏
し
き
処
な
れ
ば
、
草
木
の
葉
を
用
い
て
の
漱
口
、
洗
手
洗
面
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
手

法
が
自
然
に
生
活
の
智
恵
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が
伝
承
さ
れ
て
作
法
に
結
実
し
た
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
れ
ば
、
作
法
の

渕
源
は
経
儀
中
の
も
の
を
は
じ
め
と
し
宗
祖
大

の
事
蹟
に
よ
る
伝
説
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
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二
．
使
用
テ
キ
ス
ト
の
梗
概

①
基
本
テ
キ
ス
ト

　
『
作
法
集
』

　

智
山
書
庫
所
蔵
の
写
本
、
三
包
五
十
四
帖
（
登
録
番
号
27-

44
）
を
底
本
と
す
る
。
こ
の
書
の
奥
書
に
よ
れ
ば
弘
長
元
年
（
一
二
六
二
）

十
二
月
二
十
三
日
報
恩
院
に
於
い
て
、
成
賢
が
抄
出
さ
れ
た
も
の
を
弘
義
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
外
智
山
書
庫
に
は
五
種
の
作

法
集
が
あ
る
が
、
五
十
四
帖
を
完
備
し
た
も
の
は
本
テ
キ
ス
ト
と
認
め
ら
れ
る
故
、
こ
ゝ
に
用
い
た
。
な
お
、『
国
訳
密
教
』
事
相
部
第

三
巻
に
は
、
塚
本
賢
暁

の
訳
注
さ
れ
た
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
参
考
本
と
し
て
依
用
し
た
。

②
作
法
集
口
決

1
．
作
法
集
口
決　

印
融
著　
　
　
　
〔
29-
10
〕

　

文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
の
印
融
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

右
口
決
は
幸
心
鈔
、
開
心
鈔
並
び
に
古
鈔
等
の
中
に
こ
れ
を
載
す
と
雖
、
類
聚
相
束
ね
て
見
易
く
せ
し
め
ん
が
為
に
、
此
の
如
く
記

す
る
処
な
り
。
此
の
五
十
四
帖
の
作
法
の
次
第
は
、
多
分
遍
知
院
御
記
、
少
々
憲
深
等
の
記
、
又
は
古
来
等
な
り
。
然
し
て
目
録
を

作
っ
て
五
十
四
帖
に
集
る
事
、
誰
人
と
し
て
作
と
は
未
勘
な
り
。
親
快
所
集
か
。
追
っ
て
こ
れ
を
勘
う
べ
し
。
彼
の
作
法
集
に
此
の
口

決
抄
相
具
し
て
は
恐
は
末
代
重
宝
か
、
秘
す
べ
し々　
　々
　

三
宝
院
末
資　

印
融

　

印
融
（
一
四
三
五

一
五
一
九

）
は
由
来
髙
野
無
量
光
院
の
学
匠
と
評
せ
ら
れ
る
が
、
本
書
に
は
三
宝
院
末
資
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
口
決
の
要
文
は

後
に
述
べ
る
元

の
『
作
法
集
伝
授
要
意
』
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
暫
々
で
あ
る
。



四

2
．
作
法
集
口
決　

一
册　

性
善　
〔
29-

16
〕

　

奥
書
に
澄
弁
が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
、
古
く
は
性
善
和
尚
御
自
筆
の
本
を
写
し
畢
え
、
伝
受
を
受
け
了
つ
た
旨
の
文
が
あ
る
。

3
．
作
法
集
口
伝
性
善　

一
册　
　
　
　
〔
17-

10
〕

　

奥
に
、
安
永
三
年
三
月
、
或
る
人
所
持
本
を
も
っ
て
書
写
、
一
校
了　

宥
俊
と
あ
る
。
2
の
口
決
と
同
本
と
思
わ
れ
る
。

4
．
作
法
集
伝
授
手
鑑

　

前
出
性
善
（
洞
泉
律

）
の
三
宝
院
流
報
恩
院
方
の
皆
伝
を
受
け
て
、
智
積
院
に
同
流
を
定
着
さ
せ
た
動
潮
僧
正
（
一
七
〇
九

一
七
九
五

）
の
一
連

の
『
伝
授
手
鑑
』
の
一
部
と
し
て
制
作
さ
れ
た
口
決
書
で
あ
る
。
動
潮
の
諸
法
伝
授
手
鑑
は
既
に
『
智
山
全
書
』
第
九
巻
に
公
刊
さ
れ
て

い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
動
潮
の
性
善
よ
り
の
受
法
が
鮮
明
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
八
月
二
十
八
日
よ
り
九
月
二
日
、
此
の
作
法
集
五
十
四
を
伝
授
奉
る
。
阿
闍
梨
洞
泉
性
善
大
和
上
。
会
場

南
都
東
大
寺
中
の
惣
持
院
な
り
。

　

此
の
歳　

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
春
三
月
、
信
仰
の
受
者
五
六
人
の
為
此
の
抄
を
伝
授
の
日
、
大
和
上
の
散
句
紙
并
び
に
伝
聞
記

及
び
印
融
抄
等
こ
れ
を
筆
す　

廃
忘
に
備
え
る
者
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
資　

通
照
房　

動
潮
誌

　

と
書
し
、
次
に
動
潮
晩
年
に
作
法
集
五
十
四
帖
を
三
席
に
分
け
て
伝
授
し
た
記
録
を
残
し
て
い
る
。

　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
七
月
諸
徒
に
授
け
了
る
。
受
者
四
十
五
人　
　
　
　

僧
正　

動
潮
七
十
才

　

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
八
月
受
者
五
人
に
授
け
了
る
都
合
三
日
な
り　
　
　
　

動
潮　

七
十
八
才

　

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
四
日　

受
者
十
七
人
に
授
け
了
る
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凡
三
席
五
十
四
帖
了
る　
　

動
潮　

八
十
一
才

　

こ
の
手
鑑
は
次
の
元

の
『
作
法
集
伝
授
要
意
』
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
口
決
書
と
な
る
。

5
．『
作
法
集
伝
授
要
意
』
一
册　
　
〔
9-

15
〕

　

こ
の
書
は
本
論
文
の
主
幹
と
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
智
山
書
庫
に
は
二
部
の
元

自
筆
の
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
八
月
十
六
日
に
著
述
終
了
の
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
元

五
十
九
才
の
作
で
あ
る
。

　

奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
化
九
壬
申
の
年
、
同
じ
く
十
癸
酉
の
年
、
両
年
仰
信
の
受
者
の
為
に
此
の
作
法
を
伝
授
す
と
雖
、
伝
授
要
意
記
す
る
に
遑
あ
ら

ず
。
伝
授
大
阿
闍
梨
の
手
鑑
を
も
っ
て
こ
れ
を
伝
う
。

今
秋
閑

に
乗
じ
て
漸
く
記
録
し
畢
ん
ぬ
。

　

事
実
此
の
書
の
最
初
に
、
文
化
第
九
壬
申
年
八
月
十
四
日
末
下
の
刻
こ
れ
を
起
首
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
此
の
日
曇
天
な
り
」

と
天
候
の
様
子
迄
誌
し
て
い
る
。
伝
授
席
の
会
場
、
会
数
受
者
の
数
等
伝
授
開
延
の
内
容
は
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
翌
年
迄
続

け
ら
れ
た
。
こ
の
伝
授
の
事
前
に
講
録
は
作
制
せ
ず
、
こ
ゝ
に
「
伝
授
大
阿
闍
梨
」
と
あ
る
動
潮
和
上
の
『
手
鑑
』
を
用
い
て
講
述
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

伝
授
終
り
た
る
後
、
印
融
抄
等
を
参
酌
し
な
が
ら
文
意
を
整
え
、
専
ら
動
潮
の
伝
授
そ
の
ま
ゝ
を
仰
信
の
受
者
に
相
伝
し
よ
う
と
の
意

を
も
っ
て
著
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
論
文
に
て
は
こ
の
『
作
法
集
伝
授
要
意
』
の
全
文
を
訓
下
し
、
若
干
の
註
を
加
え
る
を
目
的
と
し
て
い
る
。



六

　

以
上
主
要
な
書
目
を
挙
げ
終
え
た
が
、
こ
の
論
文
の
記
述
の
進
め
方
を
簡
単
に
記
せ
ば
、

1
．
最
初
に
『
作
法
集
』
の
原
文
を
訓
み
下
し
記
す
。

2
．
次
に
提
示
し
た
『
作
法
集
』
の
五
十
四
の
條
に
從
っ
て
、
元

の
『
作
法
集
伝
授
要
意
』
の
文
を
同
じ
く
訓
下
し
た
も
の
を
示
す
。

3
．
最
後
に
『
要
意
』
の
文
中
、
傍
註
の
文
言
、
及
び
説
明
必
要
用
語
に
つ
い
て
の
註
を
施
す
。

　

三
．
作
法
集
目
録

　
『
作
法
集
』
を
元

が
伝
授
す
る
に
当
っ
て
、
最
初
に
目
録
を
読
み
渡
す
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
に
準
じ
て
、
作
法
集
所

収
の
題
目
を
次
に
記
す
。

　
　

作
法
集
上　
自
一

至
十
九

　
　

一
、 

護
供
養
略
作
法 

　
　

二
、 

十
度
異
名

　
　

三
、 

瘧
病
法 

　
　

四
、 

帯
加
持
復
湯
加
持　

夜
啼

御
衣
木
加
持

　
　

五
、 

手
水
等 

　
　

六
、 

衣
服
加
持　
復
飯
食

加
持

　
　

七
、 

沐
浴 
　
　

八
、 

五
色

　
　

九
、 

病
者
湯
加
持 
　
　

十
、 

土
砂
加
持

　

十
一
、 

眠
臥
等 

　

十
二
、 
鎮
守
読
経　
導作

法

　

十
三
、 

印
佛
作
法 

　

十
四
、 
隠
所

　

十
五
、 

施
食
作
法 

　

十
六
、 

施
食
略
作
法
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十
七
、 

御
衣
木
加
持 

　

十
八
、 

曼
荼
羅
供
金
打
事

　

十
九
、 

焚
焼
事

　

作
法
集　

中　
自
二
十

至
三
十
六 

　
　

廾
、 

泥
塔
供

　

廾
一
、 

内

 

　

廾
二
、 

三
衣
法

　

廾
三
、 

作
壇
作
法 

　

廾
四
、 

加
持
香
水

　

廾
五
、 

両
部
合
行
作
法 

　

廾
六
、 

四
種
護
摩
記

　

廾
七
、 

土
公
供　
貞
観
寺　
　

 

　

廾
八
、 

行
法
中
間
立
座

　

廾
九
、 

字
輪
観　
五
大 

　
　

卅
、 

小
野
廣
澤
相
違

　

卅
一
、 

孔
雀
経
御ミ

読
経
発
願　
一
日
作
法 

　

卅
二
、 

作
壇
略
作
法　
五
色

破
壇 

加
持

作
法

　

卅
三
、 

大
法
護
摩
壇
作
法 

　

卅
四
、 

咒
願

　

卅
五
、 

泥
塔
供
養
作
法 

　

卅
六
、 

修
学
土
代

　

作
法
集
下　
自
三
十
七

至
五
十
四

　

卅
七
、 

驗
者
作
法 
　

卅
八
、 

十
五
童
子
法　
二
帖

　

卅
九
、 

十
五
童
子
供
略
作
法 

　

四
十
、 
童
子
経
書
写
供
養
作
法

四
十
一
、 

童
子
経　
大
谷
薄

 

四
十
二
、 
童
子
経
供
養
略
作
法　
薄

四
十
三
、 

寿
延
経
護
事 

四
十
四
、 

寿
延
経



八

四
十
五
、 

清
瀧
宮
祈
雨
御
読
経
発
願 

四
十
六
、 

清
瀧
宮
祈
雨
御
読
経
結
願

四
十
七
、 

後
加
持
等
法
則 

四
十
八
、 

大
法
外
儀

四
十
九
、 
付
両
界
行
別
尊
事 

　

五
十
、 

知
元
辰
法

五
十
一
、 

葬
法　
密 

五
十
二
、 

亡
者
曵
覆
書
様

五
十
三
、 

為
亡
者
行
法
事　
遍
智
院
僧
正
記 

五
十
四
、 

無
縁
葬
作
法

　
　
　

已
上
五
十
四
帖

　

こ
の
目
録
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
書
成
立
時
の
時
代
背
景
、
密
教
の
展
開
の
相
が
窺
わ
れ
、
今
日
流
布
の
作
法
集
の
内
容
と
大
き

く
異
じ
る
こ
と
に
驚
嘆
す
る
。
密
教
教
道
史
の
上
で
も
大
切
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

本　

論

〔
作
法
集
〕
第
一
条

　

護
諸
真
言
供
養
略
作
法

　

先
ず
三
礼　

次
に
唄　

次
に
表
白

　

敬
っ
て
真
言
教
主
三
世
常
住
大
日
如
来
、
両
部
界
会
諸
尊
聖
衆
、
乃
至
帝
網
重
々
一
切
三
宝
に
驚
か
し
白
し
て
言
さ
く
。
夫
れ
諸
法
の

本
源
を
尋
ぬ
れ
ば
一
実
真
如
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
一
切
衆
生
を
訪
う
に
皆
是
れ
生
生
の
恩
所
な
り
。
是
を
以
て
三
世
の
諸
佛
は
悉
く
智

光
を
和
ら
げ
て
刹
塵
に
同
じ
、
十
方
の
薩
埵
は
同
じ
く
本
地
を
捨
て
ゝ
苦
噐
に
代
る
。
爰
に
佛
子
、
倩
々
惟
れ
ば
受
け
難
き
上
の
男
身
を
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（
1
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受
け
て
幸
に
遺
法
の
弟
子
と
偽
り
、
遇
い
難
き
中
の
正
教
に
遇
い
、
忝
く
も
密
教
の
末
流
為
り
。
若
し
今
生
に
利
生
の
心
願
を
発
さ
ざ
れ

ば　

何
れ
の
世
に
か
諸
佛
の
本
懐
に
類
同
せ
ん
や
。
之
れ
に
依
っ
て
種
子
真
言
等
を
書
写
し
て
普
く
貴
賎
の
檀
那
に
施
す
。
願
わ
く
は
此

の
功
德
の
力
を
以
っ
て
同
じ
く
上
下
の
四
衆
を
利
し
、
現
世
に
は
短
命
夭
死
の
怖
れ
を
除
い
て
悉
く
内
外
無
辺
の
各
願
を
成
じ
、
後
生
に

は
三
途
八
難
の
患
を
免
れ
て
往
生
浄
刹
の
希
望
を
遂
げ
し
め
ん
。
縱
い
事
業
限
り
あ
り
と
も
寧
ろ
普
及
の
功
無
け
ん
や
。
誓
願
際
り
無

し
、
豈
得
益
に
終
尽
あ
ら
ん
や
。
彼
の
俱
縛
邪
人
の
一
字
の
益
に
依
っ
て
頓
に
無
間
の
苦
噐
を
免
れ
、
又
善
住
天
子
一
聞
の
德
に
依
っ
て

速
に
五

の
業
報
を
轉
ず
る
な
り
。
加
之
ら
ず
、
真
言
の
妙
力
は
即
身
に
正
覚
を
成
し
、
惣
持
の
力
用
は
一
生
に
妙
覚
を
證
す
。
大
願
の

趣
き
大
底
是
の
如
し
。
三
宝
の
境
界
定
ん
で
知
見
し
給
う
ら
ん
。
目
録
之
れ
を
読
む
べ
し
。
新
写
の
陀
羅
尼
題
名
を
拝
し
奉
る
べ
し
。

　

次
に
発
願

　
　

至
心
発
願　

新
写
供
養　

諸
尊
聖
衆　

種
子
真
言

　
　

功
德
威
力　

天
衆
地
類　

倍
増
法
樂　

所
持
施
主

　
　

現
世
當
生　

無
辺
善
願　

決
定
円
満　

決
定
成
就

　
　

及
以
法
界　

平
等
利
益

　

次
に
五
大
願　
常
の
如
し　

護
持
施
主
成
大
願

　

一
切
諷
誦　
陀
羅
尼
等
を

誦
す
べ
し

　
　

次
に
神
分　

次
に
祈
願　

次
に
供
養
浄
真
言　

次
に
六
種　

次
に
廻
向

　
　

五
大
尊
真
言　

降
三
世
真
言



一
〇

　

原
文
は
漢
字
表
記　

以
下
同
じ

　
　

 
オ
ン　

ソ
バ
ニ
ソ
バ
ウ
ン　

ギ
ャ
リ
カ
ン
ダ　

ギ
ャ
リ
カ
ン
ダ　

ウ
ン
ギ
ャ
リ
カ
ン
ダ　

ハ
ヤ
ウ
ン　

ア
ノ
ウ
ヤ
コ
ク　

ハ
ギ
ャ
バ

ン
バ
ザ
ラ　

ウ
ン
ハ
ッ
タ

　

軍 

荼
利
真
言　

ノ
ウ
ボ
ア
ラ
タ
ン
ノ
ウ　

タ
ラ
ヤ
ヤ　

ノ
ウ
マ
ク
シ
セ
ン
ダ　

ア
カ
バ
ザ
ラ
ク
ロ
ダ
ヤ　

オ
ン
コ
ロ
コ
ロ　

チ
シ
ュ
ッ

タ
チ
シ
ュ
ッ
タ　

マ
ン
ダ
マ
ン
ダ　

カ
ノ
ウ
カ
ノ
ウ
ア
ミ
リ
テ
ィ　

ウ
ン
ハ
ッ
タ
ソ
ワ
カ

　

大 

威
德
真
言　

オ
ン　

キ
リ
シ
ュ
チ
リ
ビ
キ
リ
タ
ダ
ノ
ウ
ウ
ン　

サ
ラ
バ
シ
ャ
ト
ロ
ン　

ダ
シ
ャ
ヤ
サ
タ
ン
バ
ヤ
サ
タ
ニ
バ
ヤ　

ソ

ハ
ッ
タ
ソ
ハ
ッ
タ　

ソ
ワ
カ

　

金
剛
夜
叉
真
言　

オ
ン　

マ
カ
ヤ
キ
シ
ャ　

バ
ザ
ラ
サ
ト
バ　

ジ
ャ
ク
ウ
ン
バ
ン
コ
ク　

ハ
ラ
ベ
イ
シ
ャ
ウ
ン

　
〔
要
意
〕

　
1

作
法
集

　
　
　

文
化
第
九
（
一
八
一
二
）
壬
申
年
八
月
十
四
日
未
下
刻
之
れ
を
起
首
す　

此
の
日
曇
天

　

此
の
作
法
集
は
遍
智
院
僧
正
成
賢
の
撰
集
な
り
。
而
し
て
後
元
祖
憲
深
欠
略
を
補
い
増
加
し
て
五
十
四
帖
と
成
す
。
中
に
お
い
て
常
喜

院
心
覚
の
作
法
集
よ
り
拔
出
す
る
も
の
あ
り
。
其
の
作
法
に
至
っ
て
は
後
に
こ
れ
を
示
さ
ん
。

　

先
ず
目
録
読
み
渡
す
。
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第
一
条

　
　

護
諸
真
言
供
養
略
作
法

　

今
此
の
守
の
加
持
に
廣
略
の
作
法
あ
り
。
廣
と
は
其
の
守
の
本
尊
法
を
修
し
て
加
持
す
る
な
り
。
其
の
時
は
供
物
等
並
び
に
此
の
守
り

に
こ
れ
を
洒
ぐ
と
観
念
す
る
な
り
。
加
持
は
散
念
誦
に
至
り
、
本
尊
の
真
言
を
も
っ
て
加
持
す
る
な
り
。

　

此
の
端
書
の
守
は
小
野
の
圓マ
ル

守
り
と
云
っ
て
、
2

仁
海
此
の
如
く
認
て
人
に
与
え
玉
う
な
り
。
此
の
守
り
は
不
動
法
こ
れ
を
修
し
加
持

す
る
な
り
。

　

若
し
ま
た
略
の
時
は
此
の
作
法
を
も
っ
て
供
養
す
る
な
り
。
最
略
の
時
は
守
り
を
も
っ
て
金
剛
盤
の
上
の
鈴
に
寄
せ
竪
て
、
塗
香
、
護

身
法
、
洒
水
し
て
、
次
に
三
古
を
取
っ
て
其
の
尊
の
呪
を
誦
じ
こ
れ
を
加
持
し
こ
れ
を
與
う
。

　

若
し
旅
中
或
い
は
急
々
の
時
は
、
洒
水
並
び
に
三
古
無
く
ん
ば
、
小
三
古
印
、
枳
里
々
々
に
て
加
持
し
、
次
に
本
尊
の
呪
を
誦
じ
小
三

古
印
に
て
加
持
す
る
な
り
。

　

圓マ
ル

護
り
認
様

　
3

端
書
の
図
に
仁
海
作
。『
幸
心
抄
』
下
本
に
具
さ
に
云

　

々
。
中
央
の
「

」
字
の
裏
に
施
主
の
名
字
を
書
く
。
隨
分
薄
き
紙
を
も
っ
て

小
さ
く
こ
れ
を
認
む
。
真
言
の
方
を
表
と
し
て
こ
れ
を
巻
き
、
丸
目
の
真
中
に
て
こ
れ
を
付
け
、
上カ

み
下シ

も
共
に
折
り
反
す
な
り
。
又
こ

れ
を
付
け
折
り
反
し
た
る
方
護
り
の
表
な
り
。
折
り
反
し
の
処
に
上
下
に
「

」
字
、
中
に
「

」
字
こ
れ
を
書
く
。
裏
の
真
中
に

「

」
字
こ
れ
を
書
く
。

表　

方

裏　

方

 



一
二

　
「

」
字
は
本
尊
の
種
子
、「

」
字
は
悉
地
速
疾
の
義
、「

」
字
は
天
竺
に
て
は
封
印
の
字
、
殊
に
吉
祥
成
事
の
義
を
も
っ
て
こ

れ
を
書
く
云

　

々
。
世
流
布
の
護
り
劔
形

に
こ
れ
を
認
む
。
醍
醐
に
は
こ
れ
無
し
と
云　

　

云
。

　

此
の
守
の
色
白
赤
黄
青
黒
の
次
第
な
り
。
此
は
五
大
尊
の
守
り
の
故
に
胎
蔵
の
色
立
て
な
り
。
不
動
尊
は
胎
の
大
日
の
辨
事
の
尊
の
故

な
り
。
4

白
色
の
輪
の
中

字
、
其
の
回
り
に
佛
大
慈
救　

赤
に
降
、
黄
に
軍
、
青
に
大
、
黒
に
金
、
五
色
の
輪
の
外
に
右
の
下
の
角
に

孔
雀
明
王
の
呪
、
左
の
下
の
角
に
八
字
文
殊
と
延
命
菩
薩
と
な
り
。
左
の
上
の
角
に
六
字
明
王
呪
、
上右
カ
マのヽ
上
角
に
愛
染
大
呪
な
り
。
真
言

の
終
り
の

字
は
、

字
の
省
文
、
回
施
法
界
の
意
な
り
。
其
の
省
を
書
く
こ
と
は
、

字
真
言
の
外
な
る
こ
と
を
示
す
な
り
。巳　　
上

　

元字
梵
字

謂
く
、『
5

悉
曇
字
記
創
学
鈔
』十
二
に
云
く
。「

字
は
是
れ
一
段
の
終
り
の
注
な
り
。

は

字
の
省
な
り
と　
巳
上
略
抄

　
　
　
　

○
6

圓
守
は
仁
海
の
作
、
こ
れ
に
准
じ
て
余
尊
の
守
り
は
其
の
本
尊
の
真
言
等
を
書
く
。
加
持
供
養
准
知
せ
よ
。

　

印
融
の
『
作
法
集
口
決
』
に
い
わ
く
。「
三
礼
、
如
来
唄
了
っ
て
開
眼
」
と
い
う
。

　

和
上
の
云
く
。「
此
れ
不
可
な
り
。
此
の
作
法
は
開
眼
を
用
い
ざ
る
な
り
」
と
。

　

元

謂
ら
く
。
此
の
説
其
の
謂
れ
あ
り
。
故
に
『
7

幸
心
抄
』
に
い
わ
く
。「
此
の
五
色
の
圓
護
り
は
、
先

僧
正
の
時
常
に
書
か
れ
そ

の
驗
無
き
に
非
ず
。
予
が
所
作
に
て
そ
の
数
か
書
き
置
い
て
、
一
度
に
こ
れ
を
供
養
せ
し
む
。
其
の
供
養
は
風
情
無
く
不
動
法
な
り
」
此

に
て
は
開
眼
無
き
姿
な
る
か
。

　

先
三
礼　

如
来
唄

先
ず
壇
前
普
礼　

次
登
礼
盤
次
塗
香　

洒
水
等
常
の
如
し
。
但
し
洒
水
は
護
り
並
び
に
供
物
等
に
こ
れ
を
洒
ぐ
。

凡
そ
諸
の
作
法
に
お
い
て
顕
密
の
両
様
あ
り
。
顕
の
作
法
は
、
三
礼
、
如
来
唄
、
表
白
、
経
題
、
発
願
、
四
弘
、
読
経
乃
至
六
種
回
向
等

と
次
第
し
て
修
せ
る
を
供
養
法
と
い
う
な
り
。
8

密
の
作
法
な
れ
ば
常
途
の
顕
に
は
非
る
な
り
。

　

次
表
白

博
士
無
く
こ
れ
を
読
む
。
顕
の
作
法
の
故
な
り
。
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敬
白
○
驚
言

此
に
て
呂
を
置
く
。

　

俱
縛
邪
人
之
一
字
益

此
は『
9

隨
求
陀
羅
尼
経
』の
俱
縛
が
因
縁
を
指
す
。
彼
の
文
に
云
く
。「
俱
縛
が
葬
所
の
両
方
に
一
里
を
去
っ

て
卆
都
婆
あ
り
。
そ
の
中
に
根
本
の
真
言
あ
り
。
朽ク
チ
タる
卆
都
婆
な
れ
ば
真
言
地
の
上
に
堕
落
す
。
そ
の
文
一
字
風
に
隨
い
俱
縛
が
骸
上
に

繫
る
」

　
10

慈
順
僧
正
の
い
わ
く
。
一
字
と
は

字
と
い
え
り
。
元

謂
い
今
引
く
と
こ
ろ
の
経
文
は
、

字
と
も
見
え
ず
。
何
な
る
証
跡
あ
る

や
。
尋
ぬ
べ
し
。

　

又
依
善
住
天
子
が
一
聞
德
と
は
、
此
れ
は
『
11

尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
説
な
り
。
具
文
に
い
わ
く
。「
善
住
天
子
ま
さ
に
七
返
悪
道
の
身
を

受
く
○
こ
の
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
若
し
人
あ
っ
て
聞
い
て
一
た
び
耳
に
経
る
れ
ば
、
先
世
所
造
の
一
切
地
獄
悪
業
皆
な
悉
く
消
滅
す
と
。

○
天
帝
世
尊
の
所
と
に
お
い
て
こ
の
陀
羅
尼
の
法
を
受
け
て
奉
持
し
、
本
天
に
還
り
善
住
天
子
に
授
与
す
。
そ
の
時
善
住
天
子
こ
の
陀
羅

尼
を
受
け
已
る
に
六
日
六
夜
を
満
し
法
に
依
り
受
持
し
、
一
切
の
願
を
満
し
、
ま
さ
に
一
切
悪
道
等
の
苦
を
受
く
べ
き
を
即
ち
解
脱
を

得
」
と
。

　

五

と
は
、『
12

涅
槃
経
』
に
い
わ
く
。「
頭
上
の
花
萎
む
、
腋
下
に
汗
出
ず
、
衣
裳
垢
染
す
、
身
体
臭
穢
す
、
本
座
を
樂
し
ま
ず
」
ま

た
小
乗
の
説
は
『
俱
舍
論
』
の
中
に
五

の
説
あ
り
。

　

新
写
陀
羅
尼
イ
マ
ス
、
13

題
目
を
拝
し
奉
る
べ
し

　

こ
れ
は
圓
護
り
の

り
の
明
王
等
の
名
字
を
唱
う
る
な
り
。
謂
く
「
南
無
大
聖
不
動
明
王
の
法
曼
荼
羅
、
並
に
佛
眼
、
大
日
、
五
大
明

王
、
孔
雀
、
八
字
、
文
殊
、
普
賢
延
命
、
六
字
、
愛
染
等
の
大
真
言
王
」
と
。

　

一
切
諷
誦　
14

陀
羅
尼
を
誦
ず
べ
し



一
四

　

こ
の
時
三
古
或
い
は
一
古
を
も
っ
て
念
珠
を
摺
り
当
て
、
先
ず
不
動
一
字
呪
、
次
に
佛
眼
、
大
日
、
五
大
明
王
、
孔
雀
、
文
殊
、
延

命
、
六
字
、
愛
染
王
各
百
遍
、
或
い
は
二
十
一
反
こ
れ
を
加
持
す
。
余
尊
の
護
り
准
知
せ
よ
。
開
眼
に
は
及
ば
ざ
る
な
り
。

　

次
神
分

抑
々
供
養
惣
持
の
場
、
悉
地
成
就
の
砌
な
れ
ば
法
味

受
の
為
冥
衆
定
ん
で
降
臨
影
向
し
玉
う
ら
ん
。
然
れ
ば
則
ち
四

八
定
の
天
王
天
衆
、
殊
に
は
當
所
鎮
守 

― 

―
、
惣
じ
て
は
日
本
国
中
大
小
神
祇
冥
道
、
法
楽
荘
厳
の
奉
為
に
一
切
神
分
に
、
般
若
心
経　
丁

　

次
祈
願

　

金
輪
聖
皇
天
長
地
久
の
奉
為
に

　
　
　

藥

佛
名　
丁

　

護
持
法
主
諸
願
成
就
の
為
に

　
　
　

大
聖
不
動
明
王　
丁

　

乃
至
法
界
平
等
利
益
の
為
に

　
　
　

摩
訶
毘
盧
遮
那
宝
号　
　
丁

　
　
　

観
自
在
菩
薩
名　
　
　
　
丁

　
　
　

金
剛
手
菩
薩
名　
　
　
　
丁

　

補
欠
分
の
為
に
供
養
浄
陀
羅
尼　
丁

　

此
の
時
大
虚
空
蔵
真
言
を
誦
ず
。
次
に
供
養
浄
真
言
と
い
う
は
是
れ
な
り
。

　

印
融
の
云
く
。
次
供
養
浄
真
言
と
は
、
今
所
写
の
供
養
真
言
な
り
。
別
に
在
る
に
非
ず
。
こ
れ
不
可
な
り
。

　

次
六
種



一
五

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
1
）

　
　

敬
礼
常
住
三
宝　
　

敬
礼
一
切
三
宝

　
　

我
今
帰
依
舍
耶
阿

羅　

今
日
所
献
香
花
燈
明
供
養
一
切
三
宝　
　

自
他
同
證
無
上
菩
提　
丁

　

次

向
所
修
功
德　

向
三
宝
願
海　

向
三
界
天
人

向
一
切
神
等　

向
貴
賎
霊
等　

所
修
功
德

向
聖
朝
安
穏　

向
伽
藍　

向

天
下　

向
法
界　

向
無
上
大
菩
提　
丁

　

四
大
明
王
等
の
大
呪
は
加
持
の
為
な
り

註
1 

作
法
集　

こ
の
『
作
法
集
伝
授
要
意
』
は
元

が
幸
心
流
に
相
伝
す
る
作
法
集
の
口
訳
で
あ
る
。
冒
頭
に
示
す
と
お
り
文
化
第
（
一
八
一
二
）
九
年
八
月
十
四

日
に
起
首
し
た
伝
授
の
所
謂
伝
授
録
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
か
ら
十
（
一
八
一
三
）年
に
か
け
て
仰
信
の
受
者
の
為
に
こ
の
作
法
を
伝
授
し

た
。
し
か
し
、
元

が
終
生
の
業
と
し
て
諸
法
の
伝
授
要
意
の
撰
述
を
目
指
し
て
い
た
が
、
こ
の
作
法
集
伝
授
要
意
を
記
す
る
に
遑
あ
ら
ず
、
止

む
な
く
以
前
伝
授
を
蒙
っ
た
動
潮
の
手
鑑
を
も
っ
て
、
こ
の
秋
に
記
録
し
了
え
た
と
い
う
。
伝
授
よ
り
一
年
経
過
し
た
文
化
十
（
一
八
一
四
）
一
年
八
月
十
六

日
の
日
付
け
が
あ
る
。
時
に
元

五
十
九
と
記
し
て
い
る
。

 

　

更
に
四
年
経
過
し
た
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
六
月
十
八
日
に
伝
授
を
始
め
た
と
い
う
記
述
が
『
伝
授
要
意
』
の
表
紙
見
反
し
に
あ
る
。
そ
の
時
は
こ
の
『
要

意
』
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
。

 

　

作
法
集
成
立
に
つ
い
て
略
述
し
て
い
る
が
、
動
潮
の
『
手
鑑
』
の
文
を
要
略
し
て
記
述
し
て
あ
る
。

 

　

目
録
読
み
渡
し
は
、
本
書
に
収
め
る
五
十
四
帖
の
作
法
の
標
題
を
受
者
に
示
す
こ
と
で
、
伝
授
の
形
式
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

註
2 

仁
海
（
九
五
一

一
〇
四
六
）
真
言
密
教
法
流
史
上
、
野
澤
二
流
と
大
別
す
る
が
、
仁
海
は
小
野
の
始
祖
と
称
さ
る
。
祈
祷
に
勝
れ
特
に
祈
雨
法
に
法
驗
を
顕
し

雨
僧
正
と
も
呼
ば
れ
る
。



一
六

註
3 

端
書
の
図

『
作
法
集
』

　

収
録
の
図

小
野
丸
護
り



一
七

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
1
）

註
4 

傍
註
「
印
融
の
取
意
」
と
あ
り
、
已
上
の
と
こ
ろ
ま
で
が
要
約
し
た
部
分

註
5 
『
悉
曇
字
記
創
学
鈔
』　

東
寺
賢
宝
（
一
三
三
三

一
三
九
八
）

の
杲
宝
に
引
き
次
い
で
康
暦
二
（
一
三
八
〇
）
年
四
月
八
日
成
る
十
三
册
。﹇
智
山
書
庫
25-

31
﹈

註
6 
傍
註　
『
融
口
』
に
い
わ
く
。「
源
運
の
万
荼
羅
集
に
云
く
。
こ
れ
仁
海
僧
正
の
書
作
、
門
徒
秘
事
と
な
す
。
マ
ル
マ
ホ
リ
と
云
う
。
究
意
霊
驗
の

守
と
云
う
」

註
7 

『
幸
心
抄
』　

憲
深
口
、
親
快
（
一
二
一
五

一
二
七
六
）
記　

同
書
巻
第
二
に
「
五
色
圓
護
事
」
の
標
題
の
本
に
解
説
す
る
。
文
中
先

と
は
成
賢
を
指
す
。（
正

蔵
78
七
二
八
ｃ
）

註
8 

顕
の
字
朱
点
に
て
訂
正
、
脇
に
密
を
書
い
て
い
る
。
今
は
そ
れ
に
隨
い
訓
下
し
た
。

註
9 

『
隨
求
陀
羅
尼
経
』　

具
名
『
金
剛
頂

伽
最
勝
秘
密
成
佛
隨
求
即
得
神
変
加
持
成
就
陀
羅
尼
儀

』（
一
巻
、
不
空
訳
）
に
俱
博4

の
因
縁
が
説
か
れ

て
い
る
。（
正
蔵
⑳
六
四
七
ｂ
―
ｃ
）

註
10 

慈
順
僧
正
（
一
七
三
五

一
八
一
六
）
智
山
第
二
十
五
世
。
動
潮
に
從
い
親
誨
を
受
け
受
法
す
。
元

も
又
慈
順
に
面
受
し
て
い
る
。

註
11 

『
尊
勝
陀
羅
尼
経
』　

具
名
『
佛
説
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
義
浄
訳
）
こ
ゝ
に
陀
羅
尼
功
德
の
証
文
と
し
て
善
住
天
子
の
因
縁
が
こ
の
圣
全
体
に
説

か
れ
て
い
る
。
こ
ゝ
に
は
そ
の
枢
要
の
文
の
み
を
示
し
て
い
る
。（
正
蔵
⑲
三
六
二
ａ
、
ｂ
、
三
六
四
ａ
）

註
12 

『
涅
槃
経
』　

具
名
『
大
般
涅
槃
経
』（
四
十
巻　

曇
無
讖
訳
）
第
十
九
巻
に
、
天
人
が
死
せ
ん
と
す
る
と
き
の
相
を
、
一
者
衣
裳
垢
膩　

二
者
頭
上

花
萎　

三
者
身
体
臭
穢　

四
者
腋
下
汗
出　

五
者
不
樂
本
座
（
正
蔵
⑫
四
七
八
ａ
）
と
あ
る
。

 

　

小
乗
の
説
と
は
『
俱
舍
論
』　

具
名
『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』（
三
十
巻　

玄
奘
訳
）
の
第
十
に
示
す
と
こ
ろ
を
指
す
（
正
蔵
㉙
五
六
ｃ
）

註
13 

題
目
を
拝
し
奉
る
べ
し　

文
中
、
南
無
大
聖
不
動
明
王
の
法
曼
荼
羅
以
下
大
真
言
王
ま
で
を
唱
え
拝
す
。
諷
誦
す
る
真
言
中
、
作
法
基
本
文
に
五

大
明
王
（
実
際
は
四
大
明
王
）
の
真
言
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
依
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
日
通
途
用
い
ら
れ
て
い
る
五
大
明
王
の
小
呪
に

代
え
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

註
14 

陀
羅
尼



一
八

 

不
動
一
字
呪　

ノ
ウ
マ
ク
サ
マ
ン
ダ
バ
ザ
ラ
ダ
ン
カ
ン

 
佛
眼　

ノ
ウ
マ
ク
サ
マ
ン
ダ
ボ
タ
ナ
ン　

オ
ン
ボ
タ
ロ
シ
ャ
ニ
ソ
ワ
カ

 
大
日　

オ
ン
バ
ザ
ラ
ダ
ト
バ
ン

 

五
大
明
王

 

　

不
動
明
王　

ノ
ウ
ア
ク
サ
マ
ン
ダ
バ
ザ
ラ
ダ
ン
カ
ン

 

　

降
三
世
明
王　

オ
ン
リ
バ
ニ
ソ
バ
ウ
ン
バ
ザ
ラ
ウ
ン
ハ
ッ
タ

 

　

軍
荼
利
明
王　

オ
ン
ア
ミ
リ
テ
イ
ウ
ン
ハ
ツ
タ

 

　

大
威
德
明
王　

オ
ン
シ
ュ
チ
リ
キ
ャ
ラ
ロ
ハ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ

 

　

金
剛
夜

明
王　

オ
ン　

バ
ザ
ラ
ヤ
キ
シ
ャ
ウ
ン

 

孔
雀
明
王　

オ
ン
ア
ユ
ラ
キ
ラ
ン
デ
イ
ソ
ワ
カ

 

文
殊
菩
薩　

オ
ン
ア
ラ
ハ
シ
ャ
ノ
ウ

 

普
賢
延
命　

オ
ン
バ
ザ
ラ
ユ
セ
イ
ソ
ワ
カ

 

六
字　

オ
ン
バ
ラ
ダ
バ
サ
ラ
ダ
ン

 

愛
染
明
王　

オ
ン
ア
カ
ラ
ギ
ャ
バ
ゾ
ロ
ウ
シ
ュ
ニ
シ
ャ
バ
ザ
ラ
サ
ト
バ
ジ
ャ
ク
ウ
ン
バ
ン
マ
ク

第
二
条

　

十
度
異
名　
　

大
興
善
寺
和
尚　

善
無
畏
三
蔵

　

右
、
檀
●

戒
●

忍
●

進
●

●　

左
、
恵
●

方
●

願
●

力
●

智
●

（
皆
小
よ
り
大
に
向
っ
て
数
う
）　

檀
●

恵
、
戒
●

方
、
忍
●

願
、
進
●

力
、
●

智
。
地



一
九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
1
）

水
火
風
空
○
（
小
よ
り
大
に
向
っ
て
数
う
）。
輪
、
蓋
、
光
、
髙
、
勝
、（
こ
れ
は
大
よ
り
小
に
向
う
）
或
る
が
曰
く
、
二
手
の
十
指
を
十

度
と
名
づ
け
、
二
手
を
又
は
二
羽
と
名
づ
け
、
又
は
日
日
掌
と
名
づ
く
。
二
手
の
十
指
を
又
は
十
輪
と
名
づ
け
、
二
手
の
十
指
を
又
は
十

峯
と
名
づ
く
。
二
手
を
又
は
円
満
と
名
づ
く
。
左
の
手
を
慈
念
と
名
づ
け
、
右
の
手
を
悲
念
の
手
と
名
づ
く
。
左
の
手
を
福
と
名
づ
け
、

右
の
手
を
智
と
名
づ
く
。
左
の
手
を
定
と
名
づ
け
、
右
の
手
を
恵
と
名
づ
く
。
左
の
手
を
止
と
名
づ
け
、
右
の
手
を
観
と
名
づ
く
。
左
の

手
を
三
昧
と
名
づ
け
、
右
の
手
を
般
若
と
名
づ
く
。
左
の
手
を
從
と
名
づ
け
、
右
の
手
を
献
と
名
づ
く
。

　

二
手
を
相
い
叉
え
て
右
、
左
を
押
す
を
金
剛
合
掌
と
名
づ
け
、
二
手
虚
心
合
掌
す
る
を
芙
蓉
合
掌
と
名
づ
く
。

　

大
指ユ
ビ

を
大
指シ

と
云
う
、
又
は
母
指
と
名
づ
く
。
次
の
指
を
頭
指
と
名
づ
け
、
次
の
指
を
中
指
と
名
づ
く
。
次
の
指
を
無
名
指
と
名
づ

け
、
第
五
の
指
を
小
指
と
名
づ
く
。
左
右
の
人
指サ
シ

を
又
は
食
指
と
名
づ
く
。

　

右
、
檀
小指
戒
無
名

　

指
忍
中指
進
頭指
〓
大指　

左
、
恵
小指
方
無
名

　

指
願
中指
力
頭指
智
大指
。
輪
大指
蓋
頭指
光
中指
髙
無
名

　

指
勝
小指
。
阿
地
尾
水
羅
火
訶
風
佉
空
（
こ
れ
は
無
畏
訳
の
摂

大
儀

に
出
た
り
）
信
小
進
無
念
中
定
頭
恵
大

（
こ
れ
は
金
剛
童
子
持
念
経
に
出
た
り
）。
五
根
（
或
は
五
力
と
名
づ
く
）。
色
地
受
水
想
火
行
風

識
空
（
小
よ
り
大
に
至
る
。
こ
れ
は
金
智
の
毘
沙
門
儀

に
出
た
り
）
又
手
を
二
招
と
名
づ
く
る
は
二
掌
な
り
。
左
手
を
内
と
云
い
、
右

手
を
外
と
い
う
。

　

鉢
頭
摩
花
青
蓮

花
　

狗
物
頭
花
赤
蓮

花
　

芬
陀
利
花
白
蓮

花
　

金
記
の
三
に
曰
く
、
狗
物
頭
花
黄
蓮

花
　

優
鉢
羅
花
赤
蓮

花
　

余
二
種
は
前
に
同
じ
。

〔
要
意
〕

　
　
　
1

十
度
異
名　

第
二
条

　

融
口
に
云
わ
く
。
十
指
を
も
っ
て
十
度
に
配
す
に
二
説
あ
り
。
不
空
の
傳
『
金
剛
界
大
儀

』
並
び
に
『
蓮
花
部
心
儀

』
に
は
、
右



二
〇

の
小
指
よ
り
始
め
て
檀
戒
忍
進

、
左
の
小
指
よ
り
始
め
て
恵
方
願
力
智
と
こ
れ
を
配
す
。
當
流
の
「
金
界
次
第
」
並
び
に
「
諸
尊
法
」

此
の
説
に
依
る
。
善
無
畏
の
伝
並
び
に
金
智
訳
の
『
略
出
経
』
に
は
、
左
を
檀
戒
忍
進

に
配
し
、
右
を
恵
方
願
力
智
に
配
す
。『
疏
』

十
三
亦
同
じ
。
今
の
抄
に
出
す
と
こ
ろ
は
不
空
の
伝
な
り
。
然
る
に
無
畏
三
蔵
と
い
う
。
恐
く
は
書
写
の
誤
り
か
。
且
つ
無
畏
所
住
の
寺

は
2

大
福
廣
寺
な
り
。
然
る
に
大
興
善
寺
和
尚
と
云
う
。
此
れ
亦
相
違
な
り
。
不
審
と
云
々
。
洞
泉
和
上
の
云
わ
く
。
此
の
料
簡
然
る
べ

き
な
り
。
但
し
無
畏
三
蔵
の
『
摂
大
軌
』
に
は
大
興
善
寺
と
云
々
。
然
ら
ば
相
違
に
も
あ
ら
ざ
る
か
。

　

又
云
わ
く
。
左
は
福
右
は
智
の
故
に
、
左
檀
等
右
恵
等
の
無
畏
の
説
理
の
當
然
な
れ
ど
も
、
不
空
の
伝
は
不
二
に
約
す
る
故
に
右
檀
左

恵
等
と
い
う
深
秘
義
な
り
。

　

地
水
火
風
空　
此
の
配
當
は
『
大
日
経
』
並
び
に
『
疏
』
十
三
（
十
二
左
）
細
注
出
づ

　

輪
蓋
光
髙
勝　
『
3

奇
特
佛
頂
経
』
第
一
（
七
紙
左
已
下
）
又
『
一
字
金
輪
王
佛
頂
要
略
念
誦
法
』（
初
丁
已
下
）

　

或
は
云
わ
く
、
二
手
等　

慈
順
僧
正
の
云
わ
く
。
此
の
説
は
慈
覚
の
『
妙
心
大
』
を
指
す
（
二
十
右
）
但
し
現
本
少
異
、
□
見
す
べ
し
。

　

二
羽
と
名
づ
け　

止
観
定
恵
を
鳥
の
両
翼
に
比
す
故
に
二
羽
と
云
う
。4

　

日
日
掌
と
名
づ
く　
左
月
右
日　

是
れ『
5

十
結
』に
載
す
る
所
の
全（
金
）雅
阿
闍
梨
の
図
、
右
手
を
日
と
名
づ
け
、
左
手
を
月
と
名
づ
く
。

　

円
満
と
名
づ
く　

十
度
具
足
は
円
満
の
故
に
。
元

謂
ら
く
。
此
は
6

所
得
の
十
波
羅
蜜
円
満
の
辺
に
約
し
て
、
両
手
を
円
満
と
名
づ

く
か
。

　

慈
念
悲
念
の
手　

全
雅
の
手
図
に
出
ず
。

　

福
智　
此
れ
又
全
雅
の
図
に
出
す
。

　

左
右
を
定
恵
と
名
づ
く
こ
と　
此
れ
又
全
雅
の
図
に
出
づ
。
又
『
7

金
剛
頂
理
趣
会
の
軌
』（
十
七
右
）
に
定
恵慧

二
羽
金
剛
拳
と
説
く
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元
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（
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故
に

　

左
右
止
観　
『
8

大
虚
空
蔵
軌
』（
五
右
）
に
云
わ
く
。
止
観
十
度
を
も
っ
て
内
に
交
え
よ

　

左
右
三
昧
と
名
づ
け
般
若
と
名
づ
く　

本
説
『
9

疏
』
第
三
（
二
十
二
左
）
左
の
手
は
是
れ
三
昧
、
右
の
手
は
是
れ
般
若
の
義
と
文
り
。

　

左
右
の
手
次
の
如
く
從
献
と
名
づ
く　
是
れ
又
未
だ
本
拠
を
考
得
ず
。

　

左
右
人
指
亦
食
指
と
名
づ
く　
10

印
融
の
云
く
。「
五
大
を
五
趣
に
配
す
る
時
に
は
、
頭
指
は
人
に
当
る
。
又
十
指
を
十
界
に
配
す
る
時

は
、
左
の
五
指
を
五
凡
に
配
す
。
右
の
五
指
を
五
聖
に
配
す
。
此
の
時
左
の
頭
指
の
み
人
指
と
い
う
様
な
れ
ど
も
、
配
當
重
々
の
故
に
今

は
五
大
を
五
趣
に
配
す
」

　

十
界
配
當
『
秘
蔵
記
抄
』（
二
十
九
丁
）
云
　々

左
右
の
頭
指
を
人
指
と
名
づ
く
る
こ
と
『
玄
秘
抄
』（
尊
勝
法
）
に
合
掌
し
て
こ
の
人

指
平
屈
と

　

食
指
と
名
づ
く　

故
僧
正
の
考
に
曰
く
。『
史
記
評
杯
』
四
十
二
（
九
左
）
に
云
わ
く
。
子
公
食
指
動
注
に
□
虔
曰
く
、
第
二
の
指
と

物
の
味
を
試
る
に
は
必
ら
ず
先
づ
頭
指
を
用
う
る
故
に
食
指
と
名
づ
く
。

　

右
檀
小指
○
左
恵
小指　

此
は
『
金
剛
界
儀
軌
』
に
出
す
。

　

阿
地
尾
水
等　

此
れ
『
摂
大
軌
』
に
出
づ
。

　

現
流
の

を
檢
ず
る
に
印
相
常
の
如
し
。
今
の
文
未
だ
文
処
を
得
ず
。
古
本
に
あ
り
と
見
た
り
。
更
に
尋
討
す
べ
き
の
み
。

　

信
小
進
無
等　

慈
順
僧
正
の
云
く
。
目
録
を
撿
ず
る
に
『
金
剛
童
子
経
』
列
ね
ず
。
元

更
に
『
白
寳
口
抄
』
の
具
書
部
を
披
く
に
、『
金

剛
童
子
持
念
経
』
一
巻
に
（
あ
り
）

　

色
地
受
水
等　

金
剛
智
出
等　
慈
順
僧
正
の
云
く
。
目
録
を
檢
ず
る
に
『
毘
沙
門

』
金
智
訳
に
列
ね
ず
。



二
二

　

鉢
頭
摩
華
等　
11

の
云
く
。
此
の
帖
は
十
度
な
り
。
然
る
に
青
蓮
華
等
は
所
思
に
任
す
る
故
な
り
。
元

倩
ら
こ
れ
を
思
い
、
記
は

何
に
依
っ
て
四
種
の
蓮
華
の
梵
漢
名
を
出
す
や
。
未
だ
考
せ
ず
。『
12

疏
』
の
第
十
五
（
十
二
紙
）
に
校
す
る
に
梵
漢
の
名
字
相
違
す
。
彼

の
文
に
云
く
。
鉢
頭
麼
（
一
者
赤
色
、
二
者
白
色
）
優
鉢
羅
（
亦
赤
白
二
色
あ
り
）
俱
勿
頭
（
赤
及
び
青
二
種
あ
り
）
分
荼
利
迦
（
最
外

の
葉
は
極
め
て
白
く
、
内
に
向
い
色
漸
々
微
て
黄
な
り
）
此
の
説
と
異
れ
り
。
考
う
べ
し
。

　

金
記
三
に
云
う
等　

誰
人
の
記
か
。
未
だ
考
せ
ず
。

　

又
手
を
二
招　

此
の
配
當
本
拠
未
だ
考
せ
ず
。
招
と
は
掌
の
字
の
音
仮
借
。

　

左
手
を
内
と
云
い
、
右
手
を
外
と
云
う　

全
雅
図
の
中
に
出
す
。『
十
結
』
に
云
く
。
全
雅
は
不
空
の
孫
弟
。
慈
覚
大

入
唐
伝
法

隨
一
の
髙
祖
な
り
と
。

註
1 

十
度
異
名　

密
教
の
修
法
行
法
に
お
い
て

 

三
密
加
持
は
成
佛
へ
の
直
道
で
あ
る
が
、
佛
竟
界
の
三
昧
を
表
示
す
る
に
印
契
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
印
契
を
結
ぶ
に
際
し
て
、
次
第
に
は

印
説
が
必
ら
ず
あ
り
行
者
は
そ
の
指
示
に
從
っ
て
印
相
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
印
説
に
用
い
ら
れ
る
両
手
、
十
指
の
呼
称
を
こ
の
段
で
は

示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
名
称
は
経
軌
に
よ
り
異
説
し
、
甚
し
い
の
は
左
右
十
指
の
呼
称
が
全
く
逆
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
密
教
辞
典
に
十
度

異
名
の
項
目
が
あ
り
、
整
理
さ
れ
た
図
示
も
あ
る
が
、
こ
の
作
法
集
記
述
の
も
の
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

註
2 

大
福
廣
寺　

こ
の
寺
名
に
つ
き
大
福
先
寺
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
。

註
3 

『
奇
特
仏
頂
経
』第
一　

一
字
奇
特
仏
頂
圣
印
契
品
第
二
は
、
こ
れ
に
て
印
説
し
て
い
る
。（
正
蔵
⑲
二
八
七
ｃ　

傍
註
に
よ
れ
ば
、
輪（
大
）蓋（
頭
）

光
（
中
）
髙
（
無
）
勝
（
小
）
と
配
当
し
、
金
輪4

仏
頂
、
白
傘
蓋4　

光4

聚　

髙4

生
（
仏
頂
）

　

勝4

仏
頂
の
五
仏
頂
尊
の
名
称
に
由
来
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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『
一
字
金
輪
王
仏
頂
要
略
念
誦
法
』
の
印
説
も
こ
の
表
示
を
用
い
て
い
る
。（
正
蔵
⑲
一
八
九
ａ
）

註
4 
傍
註　

勝
初
瑜
伽
二
十

右
　

こ
の
儀

の
具
名
は
『
金
剛
頂
勝
初
瑜
伽
経
中
略
出
大
楽
金
剛
薩
埵
念
誦
儀

』（
不
空
訳
）
で
「
二
羽
彎
弓
矢
」
と
あ

る
。（
正
蔵
⑳
五
一
五
ｃ
）

註
5 

十
結　

右
手
を
日
、
左
手
を
月
と
す
る
図
は
髙
野
版
十
結
十
ノ
二
、
三
に
金
雅
阿
闍
梨
の
図
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。
金
雅
と
人
名
を
表
し
て
い

る
が
、
本
文
の
「
全
」
は
誤
写
か
。

 

傍
註　

時
処
七右
に
「
二
掌
日
月
輪
と
い
う
」（
正
蔵
⑲
三
二
二
ｂ
）

註
6 

傍
註　

五
秘
密
四右　

こ
こ
に
は
金
剛
合
掌
の
説
明
と
し
て
、「
こ
の
印
を
結
ぶ
が
故
に
、
十
波
羅
蜜
円
満
し
、
福
德
智
慧
、
二
種
資
糧
を
成
就
す
」

と
あ
る
。（
正
蔵
⑳
五
三
六
ｂ
）

註
7 

『
金
剛
頂
理
趣
会
の

』　

具
名
『
金
剛
頂
瑜
伽
他
化
自
在
天
理
趣
会
普
賢
修
行
儀

』（
正
蔵
⑳
五
二
六
ｃ
）

註
8 

『
大
虚
空
蔵

』五右　

具
名
『
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』（
正
蔵
⑳
六
〇
三
ｂ
）
ま
た
こ
ゝ
に
傍
註
し
て
摂
大
輪
一
六左
に
出
す
「
止
観
二
風
輪
と
い
う
」

の
文
を
例
証
と
し
て
出
し
て
い
る
。

註
9 

『
疏
』
第
三
（
正
蔵
39
六
一
二
ｂ
）
の
文

註
10 

印
融
の
云
く　

印
融
（
一
四
三
五

一
五
一
九
）
の
『
作
法
集
口
決
』
の
文
。（
同
書
八
―
右
）
以
下
こ
の
印
融
の
口
決
書
の
出
典
箇
所
の
表
示
は
、
智
山
書
庫
蔵

の
複
写
本
に
私
に
頁
数
を
付
し
た
も
の
を
用
う
る
。

註
11 

の
云
く
。

と
は
性
善
（
一
六
七
六

一
七
六
三
）
で
、
元

は
作
法
集
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
性
善
に
は
『
作
法
集
口
傳
』
一
巻
（
智
山
書
庫
蔵
）
が
あ
り

「
こ
の
一
帖
は
十
度
の
異
名
な
り
。
そ
れ
に
蓮
花
は
思
い
出
す
に
ま
か
す
」
と
評
し
て
、
唐
突
な
主
題
変
更
に
不
理
解
を
示
し
て
い
る
。（
同
書
五

―
右
）
元

は
そ
の
ま
ゝ
こ
ゝ
に
引
い
て
、
同
じ
く
当
惑
の
意
を
記
し
て
い
る
。

註
12 

『
疏
』
第
十
五　

正
蔵
39
七
三
四
ａ



二
四
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第
三
条

　

瘧
病
法

　

先
ず
病
者
を
南
に
向
け
て
居
し
め
よ
。
其
の
後ウ
シ
ロに
行
者
居
る
べ
し
。
○
先
ず
護
身
○
次
に
結
界
常
の

如
し
○
次
に
弥
陀
の
定
印
を
結
ん
で
、

　
「
観
ぜ
よ
。
病
者
の
心
月
輪
に

の
五
字
あ
り
。

字
変
じ
て
塔
婆
と
な
る
。
塔
婆
変
じ
て
大
日
尊
と
成
る
。

字
変
じ
て

五
古
と
な
る
。
五
古
変
じ
て
阿
閦
如
来
と
成
る
。

字
変
じ
て
如
意
宝
珠
と
成
る
。
如
意
宝
珠
変
じ
て
宝
生
尊
と
成
る
。

字
変
じ
て
八

葉
の
紅
蓮
花
と
成
る
。
八
葉
の
紅
蓮
花
変
じ
て
阿
弥
陀
如
来
と
成
る
。

字
変
じ
て
十
字
の

磨
と
成
る
。
十
字
の

磨
変
じ
て
不
空
成

就
仏
と
成
る
。
此
の
五
智
如
来
五
大
明
王
と
成
る
。

字
変
じ
て
劔
と
成
り
、
劔
変
じ
て
不
動
明
王
と
成
る
。

字
変
じ
て
五
古
と
成

る
。
五
古
反
じ
て
降
三
世
明
王
と
成
る
。
次
に

字
変
じ
て
三
古
と
成
る
。
三
古
変
じ
て
軍
荼
利
明
王
と
成
る
。

字
変
じ
て
宝
棒
と
成

る
。
宝
棒
変
じ
て
大
威
德
明
王
と
成
る
。

字
変
じ
て
金
剛
牙
と
成
る
。
金
剛
牙
変
じ
て
金
剛
夜
叉
明
王
と
な
る
。
不
動
明
王
は
一
切
の

諸
魔
を
降
伏
し
、
降
三
世
は
天
魔
を
降
伏
し
、
軍
荼
利
は
身
魔
を
降
伏
し
、
大
威
德
は
人
魔
を
降
伏
し
、
金
剛
夜
叉
明
王
は
地
魔
を
降

伏 

す
。

○

次
慈
救
咒
百
遍
満
ち
て
病
者
を
加
持
せ
よ
。
○
次
に
立
ち
て
行
者
は
病
者
の
頂
に
頭
指
を
も
っ
て
不
動
明
王
を
書
け
。
次
に
病
者
の
肩

を
抜
が
せ
て
、
左
の
肩
に
降
三
世
明
王
を
書
け
。
胸
に
軍
荼
利
明
王
を
書
け
。
右
の
肩
に
大
威
德
明
王
を
書
け
。
項ウ
ナ
シに
金
剛
夜
叉
明
王
を

書
け
。
背
に
五

の
字
を
書
け
。
中
に

字
の
上

字
。

字
の
左
に

字
、
下
に

字
。

字
の
右
に

字
な
り
。
前
に

の
五
字
を
書
け
。
左
に

ヒ
ジ

に
唵
三
摩
耶
薩
埵

を
書
け
。
右
の
カ
イ
ナ
に
阿
闍
梨
位
の
真
言
を
書
け
。
額
に

字
を
書
け
。
左
に

、

右
に

を
書
け
。
後
に
居
て
慈
救
咒
百
遍
計
り
満
ち
て
後
を
見
せ
ず
し
て
立
ち
行
か
せ
よ
。



二
六

◦
阿
闍
梨
位
真
言
に
曰
く
。

　　
背　

　
　
　

胸　

〔
要
意
〕

◦
1

瘧ギ
ヤ

病ヘ
イ

水ス
イ

　

此
の
作
法
印
融
和
尚
の
相
承
と
は
、
大
い
に
相
違
す
。

　

水
と
は
、
法
の
字
の
片
字
な
り
。

　

瘧
鬼
『
谷
響
集
』
十
三
十

四
十

に
博
物
志
並
び
に
不
動
使
者
法
を
引
く
。
但
し
使
者
法
の
文
に
鬼
神
病
瘧
等
と
い
う
。
已
上

集
所　
谷
響

引

『
潅
頂
経
』

二
十
四

丁

に
云
く
、「
若
し
瘧
鬼
の
為
に
持
せ
る
所
○
瘧
鬼
退
散
す
（
已
上
慈
順
僧
正
の
考
。）

　

先
ず
病
者
南
に
向
す
等　

或
が
云
く
。「
常
の
病
者
加
持
に
は
、
病
者
を
北
方
に
向
す
る
な
り
。
大
途
の
定
ん
で
而
る
に
、
此
れ
は
是

れ
北
方
は
息
災
の
方
の
故
に
祈
念
す
る
に
相
応
す
。
而
る
に
今
此
の
作
法
は
彼
に
翻
じ
て
病
者
を
南
に
向
け
る
意
は
、
ヲ
コ
リ
ニ
ハ
主ヌ
シ

定ジ
ョ
ウを
ヤ
マ（
病
ス
ル
）
ス
ル
モ
ノ
之
れ
有
る
故
に
南
に
向
る
な
り
と
」
此
の
説
興
あ
る
故
に
引
い
て
助
く
。

　

不
動
明
王
等　
已
下
は
『
2

八
大
童
子

』（
初
張
）
に
依
る
。

註
1 

瘧
病
と
は
マ
ラ
リ
ア
の
古
名
。
寒
け
と
発
熱
が
く
り
返
し
間
欠
的
に
お
こ
る
病
。『
医
心
方
』
に
は
「
わ
ら
は
や
み
」
の
和
名
が
つ
け
ら
れ
童
病
の

一

一

二

三

四

五

三五

二

四
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意
と
い
う
。
こ
の
作
法
は
激
し
い
熱
病
に
対
処
す
る
祈
医
法
。

 
　

印
融
和
尚
相
承
の
法
と
大
い
に
相
違
す
と
あ
る
が
、『
印
融
口
決
』
に
は
「
此
の
瘧
病
加
持
二
帖
の
次
第
は
、
異
本
に
依
っ
て
こ
れ
を
記
す
。
正

本
は
別
に
在
り
。
已
後
に
お
い
て
は
此
の
二
帖
を
ば
こ
れ
を
略
す
べ
き
な
り
」（『
作
法
集
口
決
』
八
）
と
注
意
し
て
い
る
が
、
正
本
の
加
持
法
と

は
こ
の
本
法
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

註
2 

五
大
明
王
の
諸
魔
降
伏
の
こ
と
は
、『
八
大
童
子
の
軌
』（
具
名
『
聖
無
動
尊
一
字
出
生
八
大
童
子
秘
要
法
品
』
取
意
の
文
（
正
蔵
㉑
三
一
ａ
）

第
四
条

　

妊
者
帯
加
持
（
帯
を
仏
前
に
置
い
て
祈
念
云　

　

云
）

　

香
水
を
加
持
し
帯
中
に
香
水
を
も
っ
て
易
産
陀
羅
尼
こ
れ
を
書
く
。

　

次
に
大
日
薬

、
孔
雀
・
不
動
・
一
字
の
真
言
を
も
っ
て
こ
れ
を
加
持
す
。

　

易イ

產
生

○
○

陀
羅
尼

 

オ
ン 

ホ 

ラ 

ニ 

ホ
ラ
ヲ 

ソ
ワ 

カ

　
　

　

又
の
真
言

 

オ
ン 

ホ 

ソ 

ロ 

リ 

ヤ
ク 

シ 

ギ
ャ 

ラ
ハ 

タ
ラ 

コ 

シ
ッ
シ
ャ 

タ 

ラ 

シ
ャ 

ホ 

シ

　
　

　

　

 

ヤ 

ボ
ク 

キ
タ 

サ 

ラ
バ 

ハ 

ヤ 

ナ
ウ 

リ 

ヤ 

ソ
ワ 

カ 

タ 

ニ
ャ 

タ 

ア

　
　

　

　

　

 

ト 

ベ
イ 

ソ
ワ 

カ 

ア 

ト 

ハ 

ト 

ベ
イ 

ソ
ワ 

カ

　
　



二
八

　

決
定
成
就
真
言

 
オ
ン 

バ 

ザ
ラ 

ヤ 

ソ
ワ 

カ

　
　

　

金
剛
解
脱
真
言

 

オ
ン 

バ 

ザ
ラ 
ボ 
キ
シ
ャ 

ボ
ク 

ソ
ワ 

カ

　
　〔

要
意
〕

　
1

帯
を
仏
前
に
置
い
て
祈
念
す　

或
る
が
云
く
。
懐
妊
し
初
む
る
時
よ
り
、
檀
那
よ
り
帯
を
取
り
よ
せ
て
仏
前
に
置
い
て
加
持
す
る
な
り
。

　

加
持
香
水
等　
『
2

幸
心
抄
』
下
本
（
二
十
四

右

）
に
云
わ
く
。
作
法
大
略
次
第
の
如
し
。
但
し
加
持
香
水
の
時
、
洒
水
噐
の
蓋
を
開
ら
き
、

散
杖
を
水
噐
の
上
に
横
に
こ
れ
を
置
く
べ
し
。
加
持
の
後
此
の
如
く
な
り
。
洒
ぎ
畢
っ
て
帯
に
易
產
ダ
ラ
尼
等
こ
れ
を
書
か
ん
と
欲
す
る

間
、
散

を
は
水
噐
の
上
に
置
く
。
是
れ
則
ち

主
の
口
伝
な
り
。

　

次
大
日
藥

等　
『
3

幸
心
抄
』
に
云
わ
く
。
大
日
（
外
五
古　

五
字
明
台
）
藥
　

法
界
定
印
の
上
に
藥
壺
あ
り
と
こ
れ
を
観
ず
べ
し
。

明
は
4

常
の
如
し
。
孔
雀　

外
縛
印
に
て
扇
ぐ
べ
し
。
不
動　

劔
印
、
慈
救
呪
常
の
如
し
。
一
字
金
輪
は
智
拳
印
若
し
く
は
頂
輪
王
の
明

常
の
如
し
。

　

易
産
生
陀
羅
尼　
『
普
通
真
言
蔵
』
に
之
れ
を
出
す
。
但
し
初
め
の
咒
を
出
さ
ず
。
慈
順
僧
正
の
云
わ
く
「
此
の
呪
の
本
説　

い
ま
だ

考
せ
ず
。

註
1 

作
法
集
目
録
に
は
、
第
四
条
帯
加
持
と
あ
る
が
本
文
の
標
題
は
妊
者
を
冠
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
作
法
は
女
性
懐
妊
し
た
後
、
当
初
よ
り
帯
を



二
九

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
1
）

加
持
し
、
安
産
を
祈
る
作
法
で
あ
る
。
現
今
で
は
妊
婦
腹
帯
を
巻
き
つ
け
る
の
は
妊
娠
五
箇
月
目
か
ら
で
あ
る
。

 
　

作
法
集
に
は
続
い
て
「
産
児
湯
加
持
」「
小
児
夜
啼
の
方
」
及
び
「
御
素
木
加
持
」
の
三
作
法
を
出
し
て
い
る
。
本
稿
に
て
は
こ
れ
は
分
け
て
記

述
す
る
。

註
2 

『
幸
心
抄
』
流
祖
憲
深
の
口
説
を
親
快
が
記
述
し
た
口
決
集
。
第
二
巻
に
「
帯
加
持
事
」
の
下
に
こ
の
文
が
あ
る
。（
正
蔵
78
七
二
七
ｃ
）
ま
た
『
印

融
記
』
に
も
引
用
し
て
い
る
。

主
と
は
憲
深
を
指
す
。

註
3 

次
に
大
日
藥

等　
『
幸
心
抄
』
の
文
は
前
註
の
文
の
次
第
文
で
あ
る
。（
正
蔵
78
七
二
七
ｃ
）

註
4 

薬

の
明　

常
の
如
し　

傍
註　

三
藥
の
呪
即
ち
本
咒
を
い
う
。

産
児
湯
加
持
（
湯
加
持
の
人
暫
く
穢
気
等
有
り
云　

　

云
）

　

先
ず
湯
の
側
り
に
お
い
て
、
護
身
法　
常
の
如
し

　

次
に
其
の
湯
をヒ
サ
ゴに
酌
は
し
め
、
枳
里
々
々
、
ま
た

を
も
っ
て
こ
れ
を
加
持
す
。

　

次
に
大
日
五
字　

不
動
・
大
威
德
・
六
字
・
訶
利
帝
の
五
種
の
真
言
を
も
っ
て
次
第
に
加
持
す
。
其
の
後
湯
を
沐ア
ビ
セる
間
、
不
動
の
真
言

を
満
ず
云　

　

云
慈
救
咒

　

已
上
先

僧
正
御
伝
（
宗
意
律

の
伝
こ
れ
に
同
じ
）

　

三
宝
院
口
伝
に
云
く
。
湯
加
持
に
は
軍
荼
利
小
咒
又
は
孔
雀
明
王
等



三
〇

〔
要
意
〕

　
1

産
易
湯
加
持　
『
2

幸
心
抄
』
下
本
に
云
く
。「
先

僧
正
の
云
く
。
御
素
木
と
湯
と
帯
と
此
の
三
加
持
の
外
、
或
は
鞭
加
持
、
若
し

く
は
衣
服
加
持
、
又
は
御
膳
加
持
此
の
如
く
の
諸
加
持
作
法
、
先
德
は
必
ら
ず
次
第
を
作
ら
ず
、
只
意
巧
に
任
せ
て
用
意
す
べ
し
。
我
が

身
に
取
り
功
労
あ
り
。
佛
菩
薩
持
経
の
要
文
、
或
は
又
憑
ん
で
神
明
に
懸
く
る
。
能
々
祈
念
す
べ
し
。
是
れ
口
伝
な
り
」
平
日
要
意
の
為

こ
れ
を
記
し
て
こ
れ
を
授
伝
す
る
も
の
な
り
。

◦
産
児
湯
加
持

　

其
の
湯
を

に
酌
し
め　

此
の
如
く
し
て
加
持
処
に
取
り
寄
せ
て
加
持
了
っ
て
、
し
か
る
後
湯
盤
に
入
っ
て
沐
浴
せ
し
む
る
な
り
。

　

已
上
先

僧
正
の
御
伝　

と
は
勝
賢
僧
正
を
指
す
。（
宗
意
律

等
、
心
覚
の
作
法
集
の
中
、
児
加
持
の
中
に
云
々
）

　

三
宝
院
口
伝　

と
は
、
勝
覚
の
御
事
な
り
。

註
1 

こ
の
作
法
は
安
産
を
祈
り
を
す
る
行
者
が
、
産
室
に
入
り
修
す
る
法
を
示
す
。

註
2 

『
幸
心
抄
』
正
蔵
78
七
二
七
ｂ

 

な
お
こ
の
引
用
文
の
後
に
、
前
出
の
金
剛
解
脱
真
言
に
つ
い
て
「
心
覚
の
作
法
集
第
四
に
云
く
。
東
寺
三
十
帖
草
子
の
内
此
の
咒
の
功
能
あ
り
と
」

の
傍
註
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
成
賢
が
心
覚
よ
り
作
法
集
受
法
の
証
左
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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〔
作
法
集
〕

小
児
夜
啼
の
方

　

犬
の
頚ク
ビ

の
下
の
毛
を
取
っ
て
囊フ
ク
ロに
裹ツ
ツ
ンで
縫
い
、
も
っ
て
児
の
両
手
に
繋
れ
ば
、
立
タ
チ
ド
コ
ロに
止
む
。

　

私
に
云
く
。
印
真
言
を
も
っ
て
加
持
す
る
こ
と
こ
れ
無
き
か
如
何
、
准
胝
真
言
を
も
っ
て
こ
れ
を
加
持
す　
云

　

々

　

印
は
二
手
内
縛
し
て
二
中
指
を
立
て
合
わ
せ
、
二
頭
指
を
屈
し
て
二
中
指
の
上
節
に
附
け
、
二
大
指
を
開
い
て
二
頭
指
の
側
に
附
く
。

真
言
に
曰
く
。

 
 

シ
ャ 

レ
イ 

ソ 

レ
イ 

ソ
ン 

デ
ィ

　　

又
臍
の
上
に
田
の
字
を
書
云　

　

云

〔
要
意
〕

　
1

犬
頚
下
毛　

と
は
、
長
き
毛
一
筋
あ
れ
ば
最
も
可
な
り
。
二
筋
は
次
に
吉
し
。
三
筋
ま
で
は
用
い
て
可
な
り
。
四
筋
已
下
は
不
可

な
り
。
此
の
毛
を
錦
の
袋
に
入
れ
て
裹
ん
で
児
の
両
手
に
掛
く
る
な
り
。
夜
啼
は
多
分
狐
の
所
為
な
り
。
是
故
に
此
の
作
法
あ
る
な
り
。

　

臍
の
上
に
田
字
を
作
す　
此
れ
又
一
説
な
り
。
元

謂
く
。
此
の
夜
啼
の
方
二
説
は
心
覚
の
『
作
法
集
』
に
出
す
。
但
し
私
の
云
く
、

細
註
並
び
に
印
言
は
無
き
な
り
。

註
1 

こ
の
法
は
小
児
の
夜
啼
を
治
め
る
法
で
あ
る
。
印
融
記
に
は
「
犬
の
頚
の
下
の
毛
を
守
り
と
な
す
こ
と
、
又
田
の
字
を
臍
に
書
く
こ
と
の
本
説
由

緒
未
勘
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。『
国
訳
密
教
』
の
訳
者
の
上
註
に
「
犬
の
頚
云
々
。
犬
の
喉
の
下
。
但
し
白
犬
の
雑
り
毛
な
き
を
宜
し
と
す
」（
同



三
二

書　

第
三
巻
、
四
五
五
）
と
あ
る
。

〔
作
法
集
〕

御
素
木
加
持
（
木
の
末
を
も
っ
て
首ミ
ク
シと
な
し
、
末
を
も
っ
て
導

の
右
の
方
に
当
て
こ
れ
を
臥
せ
し
む
。

　

着
座
、
塗
香
、
三
部
、
被
甲
等　

洒
水（
木
、
自
身
、
仏

）加
持（
不
動
、
降
三
世
各
二
十
一
反
）事
由（
常
の
如
し
）神
分
、
小
祈
願
、

定
印
（
種
三
）
本
尊
印
明
、
佛

に
塗
香
、
三
耶
耶
戒
の
印
明
を
授
く　

形
像
を
書
い
て
造
始
の
間
、
本
尊
の
咒
こ
れ
を
満
ず
べ
し
。

〔
要
意
〕

　

御
素
木
加
持　

此
の
作
法
第
十
七
帖
に
こ
れ
あ
り
。
今
此
の
作
法
は
、
印
融
の
抄
に
依
れ
ば
、
角
洞
院
勝
賢
の
御
自
筆
の
作
法
と
一
点

の
相
違
無
し
。
し
か
れ
ば

資
相
承
の
様
な
り
。

　

加
持
不
動
等　

印
融
の
抄
に
云
く
。「
不
動
等
を
も
っ
て
こ
れ
を
加
持
す
る
意
は
、
木
を
ば
必
ず
こ
れ
を
恡オ
シ

む
。
神
等
こ
れ
に
在
り
。

仍
っ
て
今
結
界
辟
除
し
て
、
法
噐
の
心
と
す
る
な
り
」

〔
作
法
集
〕
第
五

手
水
作
法

　

手
を
洗
い
口
を
瀬
ぎ
、
面
目
を
洗
う
法

　

先
ず
二
手
を
定
惠
（
左
定
、
右
惠
）
と
観
ず
。
十
指
は
十
法
界
、
十
波
羅
蜜
な
り
。
即
ち
念
之
是
れ
を
洗
い
浄
む
と
云　

　

云
。
次
に
口
を
瀬

ぐ
時
、
右
手
の
大
頭
指
を
も
っ
て
口
に
入
れ
、
左
右
磨
き
洗
う
。
即
ち
金
剛
喜
の
咒
を
誦
す
。
咒
に
曰
く



三
三
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元
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唵
縛バ

サ

ラ
曰
羅
薩サ

ト都
索サ
ク

娑ソ

ワ

カ
縛
賀

　

此
の
真
言
を
も
っ
て
口
を
瀬
ぐ
時
、
其
口
清
浄
に
し
て
出
す
と
こ
ろ
の
言
音
和
雅
に
し
て
人
を
し
て
聞
か
ん
と
樂
し
む
。
言
を
出
す
の

時
人
皆
歓
喜
讃
歎
す
。

　

次
に
目
を
洗
う
時
、
仏
眼
の
真
言
を
も
っ
て
加
持
し
て
こ
れ
を
洗
う
。
咒
に
曰
く
。

　
　

曩ノ
ウ

莫マ
ク

三サ

満マ
ン

多タ

勃ボ

陀ダ

南ナ
ン
セ
ン

陀ダ

婆バ

盧ロ

舍シ
ャ

那ナ
ウ

娑ソ

縛ワ

賀カ

　

此
の
真
言
を
も
っ
て
水
を
加
持
し
て
目
を
洗
う
時
に
、
目
眼
に
病
無
く
し
て
見
る
所
分
明
に
し
て
、
遂
に
十
方
諸
尊
等
を
見
る
を
得
る

な
り
。

　

次
に
面
を
洗
う
時
、
金
剛
笑
の
真
言
を
も
っ
て
加
持
し
て
こ
れ
を
洗
う
。

　
　

唵オ
ン

縛バ

曰ザ

羅ラ

カ

薩サ

覚カ
ク

　

此
の
真
言
を
も
っ
て
水
を
加
持
し
て
面
を
洗
う
時
、
其
の
面
清
潔
鮮
白
等
な
り

　

已
上
髙
雄
口
決

　

大
御
室
御
伝
に
云
く

◦
朝ア
シ

に
先
ず
起
き
手
口
を
洗
う
法　
大

の
御
伝

　

劔
印
を
も
っ
て
八
字
文
殊
の
真
言
七
遍
を
誦
じ
て
手
を
洗
い
口
を
洗
う
こ
と
一
度
し
、
了
っ
て
後
に
此
の
印
明
を
用
う
。

　

次
に
口
を
洗
う
時
、
咲
菩
薩
の
真
言
を
用
ゆ

 

オ
ン 

バ 

ザ
ラ 

カ 

サ 

カ
ク

　
　

　
一
反　

已
上



三
四

　

八
字
文
殊
真
言

 
オ
ン 

ア
ク 

ビ 

ラ 

ウ
ン 

ケ
ン 

シ
ャ 

ラ
ク 

ダ
ン

　
　若

し
手
面
を
洗
う
時
、
浄
水
を
加
持
す
る
こ
と
七
遍
し
か
し
て
手
面
を
洗
う
は
、
よ
く
衆
生
を
し
て
貴
び
仰
が
し
む
。
所
有
の
諸
の
悪
見

の
者
悉
く
ま
さ
に
降
伏
す
べ
し
。
云　

　

云

　

或
る
記
に
云
く
。「
大
御
室
御
記
に
云
く
。
右
手
三
古
印
に
し
て
、
藥

大
咒
七
遍
」

柴
手
水
法　
別
に
在
り

　

圓
城
寺
云
く
。「
若
し
楊
枝
を
嚼カ
マ
シと
欲
わ
ん
時
は
、
先
ず
ま
さ
に
一
切
如
来
金
剛
微
笑
密
語
七
反
を
誦
ず
べ
し
。
已
っ
て
こ
れ
を
嚼
め

ば
よ
く
一
切
の
煩
悩
を
破
す
。」
密
語
に
曰
く
。

　

唵
跋
折
羅
二合
賀カ

莎サ

訶カ
ク　
已
上

　

　

五
分
律
に
云
く
。「
楊
枝
嚼
み
已
っ
て
清
浄
に
洗
っ
て
弃ス
ツ

べ
し
。
虫
食
し
て
死
す
る
を
も
っ
て
の
故
に
」
と
文
り
。
四
分
律
に
云
く
。

「
楊
枝
極
て
長
き
は

チ
ャ
ク

枝
」
と
文
り
。

　

或
る
抄
に
云
く
。
洗
手
頌

　
　

當
願
衆
生　

得
清
浄
手　

受
持
仏
法

　

瀬
（
嗽
カ
）口
頌

　
　

當
願
衆
生　

得
清
浄
口手　

誦
持
仏
法

　

楊
枝
頌

　
　

當
願
衆
生　

得皆
得
妙
法

身
正
法　

究
竟
清
浄



三
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◦
柴
手
水
法

　

先
ず
右
の
手
を
も
っ
て
草
若
く
は
木
の
葉
一
葉
を
取
る
。
口
に
云
く
。
蓮
華
合
掌
の
中
に
こ
れ
を
入
れ
て
押
し
磨ス
ツ

て
、
唵
尾ビ

呰シ

帝テ
イ

莎
訶

の
言
を
誦
じ
、
次
に
右
の
手
を
も
っ
て
葉
を
取
っ
て
口
に
入
れ
、
こ
れ
を
こ
れ
を

ん
で
「
唵
迦
羅
目
娑
婆
賀
」
を
誦
ず
。

　

十
誦
律
に
云
く
。
大
衣
○
近
村
に
池
水
有
ら
ん
。
即
ち
手
足
を
洗
え
。
水
無
く
ば
草
木
の
葉
を
も
っ
て
塵
土
を
拭
て
、
し
か
し
て
後
に

着
衣
せ
よ
。

　

大

槙
尾
の
柴
手
水
の
因
縁
、
遍
照
寺
の
御
伝
に
有
り
。
見
る
べ
し
。

　

口
決
に
云
く
。
水
辺
こ
れ
を
隔
つ
る
事
三
十
町
に
及
ぶ
の
時
こ
れ
を
用
う
。
輙
く
こ
れ
を
用
う
べ
か
ら
ず
。

　

柴
手
水
法　

後
日
に
こ
れ
を
書
き
入
れ
し
む
。

〔
要
意
〕

　

手
水
作
法

　

此
の
作
法
は
心
覚
の
『
作
法
集
』
第
二
に
出
す
。

　

仏
眼
真
言　

彼
の
集
に
同
じ
。『
秘
抄
』下
 
二
六
七の作
法
の
巻
に
は
、
1

曩
莫
三
満
多
勃
多
南　

陀
婆
盧
讃
即
娑
婆
呵
と
文
り
。
相
違
す
。

髙
雄
の
口
決
は
今
の
本
と
同
じ
な
り
。
但
し
印
融
の
抄
に
、
此
中
仏
眼
の
真
言
不
審
と
云
う
。
所
存
知
り
難
し
。
按
ず
る
に
真
言
の
本
説

知
ら
ざ
る
故
か
。

　

加
持　

と
は
結
印
に
非
ず
。
只
真
言
計
り
な
り
。

　
2

大
御
室
御
伝　

此
れ
又
一
伝
な
り
。



三
六

　

八
字
文
殊
真
言　

元

謂
ら
く
。
此
の
真
言
並
び
に
功
能
の
文
は
、
大
御
室
の
御
伝
に
就
き
こ
れ
を
出
す
な
り
。『
3

八
字
文
殊

』（
二

右
）
の
全
文
な
り
。
但
し

の
字

に
作
る
。
恐
く
は
今
の
本
空
点
刺
る
が
故
に
。

　

柴
手
水
法　
別
に
在
り　

次
下
に
出
す
所
は
是
れ
な
り
。
故
に
後
日
書
き
入
れ
し
む
と
い
う
。

　

圓
城
寺
云
く
等　
心
覚
の
集
二
に
は
「
嚼
楊
枝
法
」
の
標
目
あ
り
。
今
は
脱
す
る
か
。

　

圓
城
寺　
益
信
の
八
巻
次
第
第
一
に
出
す
。
但
し
『
4

略
出
経
』
の
全
文
な
り
。

　

五
分
律　

四
分
律　
い
ま
だ
考
せ
ず
。

　

或
抄
に
云
く
洗
手
頌　
慈
順
僧
正
の
云
く
。
以
下
三
頌
は『
5

華
厳
浄
行
品
』に
出
す
。
新
旧
少
し
異
る
。
清
涼
の
演
義
抄
十
四（
十
九

右
）
に
釋
あ
り
。

　

柴
手
水
法　
已
下
十
誦
律
に
至
る
は
、
秘
抄
作
法
の
巻
下
に
出
す
。

　

之　

と
は
彼
の
巻
の
裏
書
に
云
く
。
只
草
木
を
口
に
入
れ
カ
ム
な
り
6

註
1 

原
本
に
は
こ
の
真
言
の
帰
命
の
句
の
部
分
を
「
日
南
」
と
略
字
に
て
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
余
り
無
い
。『
秘
抄
』
に
よ
り
補
う
。

註
2 

大
御
室　

性
信
（
一
〇
〇
五

一
〇
八
五
）

註
3 

『
八
字
文
殊

』
具
名
『
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
秘
密
八
字
陀
羅
尼
修
行
曼
荼
羅
次
第
儀

法
』
真
言
功
能
の
文
（
正
蔵
⑳
七
八
四
ｃ
）

 
 

元

の
指
摘
の
と
お
り

 

ま
た
真
言
中

と
あ
る
べ
き
を
空
点
を
欠
い
て
い
る
。

註
4 

『
略
出
経
』
第
一
に
洗
面
法
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
今
は
そ
の
作
法
と
功
能
を
示
す
文
が
こ
ゝ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。（
正
蔵
⑳
二
二
四
ｃ
）

註
5 

『
華
厳
経
』
こ
ゝ
の
三
頌
は
『
華
厳
経
』
浄
行
品
所
出
の
も
の
で
あ
る
と
慈
順
僧
正
の
考
証
で
あ
る
。
六
十
華
厳
と
八
十
華
厳
の
同
所
の
同
異
を
見



三
七

訓
下
・
加
註　

作
法
集
伝
授
要
意　

元

編
（
1
）

れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

六
十
華
厳
（
正
蔵
⑨
四
三
一
ｂ
）
八
十
華
厳
（
正
蔵
⑩
七
〇
ｂ
）

（
手
執
楊
枝
）
当
願
衆
生　

心
得
正
法　

自
然
清
浄

当
願
衆
生　

皆
得
妙
法　

究
竟
清
浄

（
以
水
盥
掌
）
当
願
衆
生　

得
上
妙
手　

受
持
仏
法

当
願
衆
生　

得
清
浄
手　

受
持
仏
法

（
澡
漱
口
歯
）
当
願
衆
生　

向
浄
法
門　

究
竟
解
脱

当
願
衆
生　

清
浄
調
柔　

畢
竟
無
垢

　

因
に
智
山
現
行
の
『
作
法
集
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
頌
は
次
の
よ
う
に
唱
え
て
い
る
。

 

〔
手
水
〕
以
水
盥
掌　

当
願
衆
生　

得
清
浄
手　

受
持
仏
法

 

〔
歯
木
〕
手
執
歯
木　

当
願
衆
生　

得
身
正
法　

究
竟
清
浄

 

〔
漱
口
〕
以
水
漱
口　

当
願
衆
生　

得
清
浄
口　

誦
持
仏
法

 

〔
洗
面
〕
以
水
洗
面　

当
願
衆
生　

得
清
浄
門　

永
無
垢
染

註
6 

傍
註　

大

槙
尾
等
已
下
は
秘
抄
作
法
巻
に
無
し
。
作
法
巻
に
は
大

御
伝
と
。
此
の
遍
照
寺
の
伝
に
依
る
か
。
遍
照
寺
は
廣
澤
寛
朝
僧
正
の
事

 

　

槙
尾
山
と
柴
手
作
法
に
関
す
る
伝
記
上
の
記
述
は
、『
大

御
行
状
集
記
』
の
「
槙
尾
柴
手
水
の
條
第
十
五
、『
髙
野
大

御
廣
伝
』
下
に
散
見

す
る
（
弘
法
大

伝
記
集
覽　

七
四
頁　

七
五
頁
）

 

第
六
條

 

（
作
法
集
）

 

衣
服
加
持　

復　

飯
食
加
持

衣
服
加
持
（
施
主
衣
服
を
も
っ
て

の
処
に
送
る
）

　

先
ず
三
古
印
、
枳
里
々
々
の
明
を
も
っ
て
こ
れ
を
加
持
す
。（
逆
順　

三
反
計
り
）　

次
に
仏
眼
、
大
日
、
愛
染（
三
種
）不
動
、
降
三
世
、



三
八

金
輪
等
の
印
言
に
て
こ
れ
を
加
持
す
べ
し
。
云　

　

云
。
然
し
て
後
こ
れ
を
送
る
云　

　

云
。
凡
そ
衣
服
を
加
持
す
べ
き
の
功
能
あ
ら
ん
真
言
等
に
て

こ
れ
を
加
持
す
べ
し
。
別
の
習
い
事
無
き
か
。云　　
云

　

建
保
六
年
三
月
二
十
六
日　

六
條
宮
御
衣
加
持
の
時
（
御
手
代
に
て
こ
れ
勤
む
）
御
口
に
任
せ
こ
れ
を
記
す
。　
　

金
剛
仏
子　

憲
―

飯
食
加
持
（
施
主
所
食
の
物
を
も
っ
て

の
許
に
送
り
、
或
は
飯
等
の
上
分
を
も
っ
て
こ
れ
を
送
る
）

　

先
ず
三
古
の
印
、
軍
荼
利
の
小
咒
を
も
っ
て
こ
れ
を
加
持
す
（
逆
順
）
次
に
火
輪
の
印　

　
（
或
は
云
く
。
想
え
食
の
上
に

字
あ
り
。
諸
の
不
浄
を
焼
滅
す
。
こ
れ
を
食
す
る
に
依
っ
て
、
諸
の
不
祥
病
患
等
を
除
い
て
、
心
中

の
所
願
を
成
ず
る
な
り
）次
に
金
剛
夜

印
明（
金
剛
界
牙
菩
薩
の
如
し
）次
に
愛
染
王
真
言（

子
口
印　

私
に
曰
く
内
縛

智
を
立
つ
。

次
に
こ
れ
を
送
り
食
せ
し
む

〔
要
意
〕
第
六
帖

　

◦
1

衣
服
加
持

　

此
の
作
法
は
憲
深
の
記
な
り
。
別
の
子
細
無
し
。

　

◦
2

飯
食
加
持

　

此
れ
亦
憲
深
の
記
な
り
。
次
第
の
如
し
。
別
の
子
細
無
き
な
り
。
但
し
金
剛
夜

の
印
明
は
『
秘
経
』
の

口
品
に
出
ず
。
謂
く
「
若

し
諸
觸
を
食
せ
ん
と
欲
わ
ば
、
先
ず
七
遍
の
明
を
誦
じ
て
便
ち
諸
觸
の
物
を
食
せ
よ
。
能
く
悉
く
清
浄
な
ら
し
む
」此
の
意
に
依
っ
て
な
り
。

　

又
愛
染
王
真
言　

又
愛
染
王
品
に
云
く
。「
食
を
加
持
す
る
こ
と
七
遍
せ
ば
、
我
ま
さ
に
甘
露
を
降
ら
す
べ
し
」
此
の
意
に
依
る
。
愛



三
九

訓
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加
註　
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伝
授
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編
（
1
）

染
真
言
を
誦
ず
る
な
り
。
通
途
に
は
金
剛
藥
夂
の
印
言
を
用
う
る
な
り
。

註
1 
衣
服
加
持　

施
主
よ
り
着
用
衣
服
の
加
持
を
請
わ
れ
た
と
き
の
作
法
。
衣
服
を
机
の
上
に
置
き
護
身
法
の
次
に
次
第
の
如
く
す
。
建
保
六
年

（
一
二
一
八

　
　
　
　

）
成
賢
の
お
手
替
り
と
し
て
勤
め
し
記
録
で
あ
る
。

註
2 

飯
食
加
持　

こ
れ
も
施
主
よ
り
の
所
望
に
よ
り
加
持
し
、
加
持
了
っ
て
施
主
に
戾
し
食
せ
し
め
不
祥
な
き
を
祈
る
法
で
あ
る
。
前
の
衣
服
加
持
と

同
じ
く
机
上
に
置
き
、
護
身
法
の
後
作
法
す
る
。

　

第
七

　

作
法
集

沐
浴
作
法

　

湯
屋
に
行
か
ん
時
に
、
先
ず
三
部
護
身
、
香
水
を
も
っ
て
身
に
洒
ぎ
、
然
る
後
行
く
べ
し
。
又
湯
屋
に
て
閼
伽
、
焼
香
を
奉
ず
べ
し
。

其
の
後
衣
裳
を
脱
ぎ
了
っ
て
先
ず
真
言
（
三
反
）
を
誦
ず
。

 
 
 

カ 

リ

　
　

　

湯
舩
の
湯
を
加
持
す
る
に
、

キ

リ
キ
リ

の
咒
を
用
い
然
し
て
後
沐
浴
す
べ
し
。
湯
舩
を
ば
阿
耨
壇
と
観
ず
べ
し
。
其
の
舩
の
中
に
蓮
華
あ

り
。
蓮
華
の

り
に
又
多
く
の
蓮
花
葉
あ
り
。
其
の
上
に
本
尊
佛
菩
薩
無
量
の
天
衆
護
法
共
に
沐
浴
し
玉
う
と
念
じ
了
る

　
　
　

已
上　

小
野
僧
正



四
〇

　

沐
浴
の
時
は
、
観
想
せ
よ
、
頂
上
に

字
あ
り
、
左
右
の
脇
に
長
の
吽
字
あ
り
。
皆
火
焔
囲
焼
す
。
即
ち
左
手
を
も
っ
て
金
剛
拳
を
作

り
、
右
の
手
を
も
っ
て
蓮
華
拳
に
作
す
。
謂
く
握
っ
て
五
指
を
拳
に
し
て
但
し
大
指
を
竪
る
。
是
れ
な
り
。
五
処
を
加
持
す
。
謂
く
額
、

左
右
の
肩
、
心
、
喉
な
り
。
即
ち
烏ウ

枢ス

沙サ

摩
の
真
言
を
誦
ず
。

　

オ
ン　

ク
ロ
ダ
ナ
ウ　

ウ
ン
ジ
ャ
ク

　

次
に
軍
荼
利
の
小
心
印
咒
を
も
っ
て
槽フ
ネ

の
湯
水
を
加
持
し
、
水
の
種
字
鑁
字
を
観
じ
て
天
の
歓
喜
池
と
想
え
。
即
ち
閼
伽
の
印
真
言
を

も
っ
て
其
の
水
湯
を

っ
て
加
持
す
る
こ
と
七
反
、
道
場
の
方
に
向
っ
て
散
捨
し
て
本
尊
に
献
じ
、
聖
者
無
垢
身
を
洗
浴
す
と
想
う
。
即

ち
自
ら
槽
に
入
る
。
沐
浴
し
訖
っ
て
浄
湯
の
時
、
亦
こ
れ
を
作
す
。
印
咒
を
も
っ
て
加
持
し
て
先
の
如
く
散
捨
せ
よ
。
観
想
亦
同
じ
。
又

の
方ヨ
ウ

は
本
尊
を
請
じ
て
槽
の
湯
に
入
っ
て
浴
し
奉
る
と
想
え
。
云　

　

云

　
　

已
上
桧
尾
口
決

　

圓
城
寺
に
云
く
。『
義
決
』
に
云
く
、「
水
を
掬キ
ク

す
る
法
経
に
具
さ
に
明
さ
ず
。
今
に
も
っ
て
具
さ
に
は
述
べ
ん
。
先
ず
両
手
を
も
っ
て

側
め
相
着
け
て
物
を
掬
す
る
勢
の
如
く
し
て
、
二
大
指
を
も
っ
て
掬
の
中
に
入
れ
、
三
度
外
に
向
け
て
水
を

せ
よ
」
云　

　

云

　

先
ず
烏
瑟
沙
摩
の
印
を
結
び
、
自
身
の
五
処
を
加
持
す
べ
し
。

　

次
に
衣
服
を
脱
ぎ
了
っ
て
湯
舩
の
辺
に
至
り
、
先
ず
湯
を
酌
ん
で
三
度
舩
の
上
に
共
に
懸
け
て
、
三
宝
に
献
じ
上
る
と
想
え
。

　

次
に
、
観
想
せ
よ
、
舩
の
内
に

字
あ
り
。
変
じ
て
智
火
と
成
っ
て
湯
中
の
不
浄
を
焼
浄
す
。
次
に

字
あ
り
、
甘
露
の
智
水
を
流
出

す
。
是
の
如
く
観
じ
了
っ
て
沐
浴
す
べ
し
。
又
想
え
。
我
身
こ
れ

字
な
り
、
阿
字
本
不
生
の
理
無
明
煩
悩
の
為
に
覆
幤
せ
ら
る　

字

の
智
水
を
も
っ
て
沐
し
顕
す
と
こ
れ
を
観
ず
べ
し　
云

　

々



四
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已
上　

古
口
決

　

髙
雄
口
決
委
細
の
作
法
こ
れ
を
見
る
べ
し

〔
要
意
〕　

第
七
帖

　
1

沐
浴
作
法

　

此
の
中
に
三
説
あ
り
。
其
の
隨
一
を
取
っ
て
こ
れ
を
用
う
べ
し
。

　

已
上
小
野
僧
正　

始
め
よ
り
「
念
了
」
に
至
る
。『
敦
造
帋
』
の
上
に
出
す
。（
一
本
下
の
本
に
出
す
）

　
2

沐
浴
時
等　
已
下
「
奉
浴
事
」
に
至
る
は
、『
桧
尾
』
の
金
剛
界
口
決
（
五
右
）
に
出
す

　

想
天
歓
喜
池　

と
は
、『
3

金
剛
頂
義
決
』（
七
右
）
の
「
経
に
云
く
、
若
し
池
水
に
入
に
浴
す
る
時
、
先
ず
諸
天
の
歓
喜
池
に
為
た

り
と
想
え
」
ま
た
四
巻
の
『
4

略
出
圣
』（
六
右
）
に
説
く
。
亦
同
じ
な
り
。

　

槽
は
水
舟
の
こ
と
な
り
。
本
字
は
槽
に
作
る
な
り
。
予
の
次
第
一
画
不
足
な
り
。
字
彙
に
馬ウ
マ

槽フ
ネ

、
酒サ
カ

槽フ
ネ

　

烏
瑟
沙
麼
印
言　

印
は
二
手
蓮
華
拳
、
左
の
拳
を
も
っ
て
心
に
安
き
、
右
の
拳
を
も
っ
て
五
処
を
印
す
。
各
真
言
一
辺
を
誦
す
。
真
言

　

オ
ン
ク
ロ
ダ
ナ
ウ

　

（
原
本

）
は
恐
く
は
掬

　

圓
城
寺
云
等　
5

八
巻
次
第
一
に
出
ず

　
6

髙
雄
口
決
等　

具
さ
に
二
種
沐
浴
を
説
く
。
一
に
は
事
沐
浴
、
二
に
は
理
の
沐
浴
な
り
。
事
の
沐
浴
と
い
う
は
、
現
に
水
湯
を
も
っ

て
浴
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
理
の
沐
浴
と
い
う
は
六
種
あ
り
。
一
に
は
香
水
の
沐
浴
、
二
に
は
懺
悔
沐
浴
、
三
に
は
持
戒
沐
浴
、
四
に
は
真

言
沐
浴
、
五
に
は
第
一
義
沐
浴
、
六
に
は
三
摩
地
沐
浴
な
り
。
真
言
沐
浴
と
は
浄
三
業
加
持
、
第
一
義
沐
浴
と
は
一
切
諸
法
本
性
清
浄
な



四
二

り
。
我
亦
清
浄
な
り
と
観
念
す
。
三
摩
地
沐
浴
と
は
、

字
身
垢
を
浄
除
す
る
な
り
。

註
1 
沐
浴
作
法
「
此
の
中
に
三
説
あ
り
」
と
あ
る
如
く　

小
野
、
桧
尾
、
円
城
寺
所
伝
の
三
法
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
行
者
は
一
作
法
を
用
い
よ

と
指
示
し
て
い
る
。
印
融
に
よ
れ
ば
、
こ
の
次
第
は
成
賢
の
御
記
に
よ
る
も
の
で
、
常
喜
院
の
抄
中
よ
り
書
き
出
し
た
と
い
う
。

 

　

最
初
の
小
野
の
作
法
の
と
こ
ろ
に
押
紙
が
あ
り
「
行
湯
至
念
了
」
は
厚
双
子
仁
上
に
出
す　

慈
順
と
あ
る
。『
要
意
』
に
は
「
厚
」
を
「
敦
」
字

を
当
て
ゝ
い
る
。
小
野
元
海
の
撰
に
よ
る
が
小
野
に
は
三
本
の『
厚
双
子
』を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
中
一
は
仁
海
作
、
二
は
松
橋
、
三
は
三
宝
院（
定

海
口
、
元
海
筆
）
で
あ
る
が
、
大
正
蔵
圣
収
録
の
元
海
本
に
こ
の
慈
順
の
指
摘
の
文
は
見
当
ら
な
い
。
前
述
一
の
敦
草
子
に
よ
る
か
。
文
の
終
り

の
「
小
野
僧
正
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
を
指
す
。
後
日
檢
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。

註
2 

沐
浴
時
等　

実
慧
の
『
金
剛
界
口
決
』
に
沐
浴
法
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
作
法
を
こ
ゝ
に
引
用
し
て
い
る
。（『
弘
弟
全
』
巻
上
、
八
頁
以
下
）

註
3 

『
金
剛
頂
義
決
』（
正
蔵
39
八
〇
九
ｃ
）

註
4 

『
略
出
経
』（
正
蔵
⑱
二
二
五
ａ
）

註
5 

八
巻
次
第
は
円
城
寺
益
信
の
『
蓮
華
部
心
念
誦
次
第
』
の
こ
と
。
こ
の
中
に
『
義
決
』
の
文
を
引
く
（
正
蔵
39
八
〇
九
ｃ
）

註
6 

『
髙
尾
口
決
』
真
済
の
撰
。
二
種
沐
浴
義
の
下
に
こ
の
記
述
あ
り
。（『
弘
弟
全
』
巻
中　

二
三
八
頁
）


